
李
時
珍
の
本
草
綱
目
ご
そ
の
版
本

渡
　
　
　
邊
　
　
　
幸
　
　
　
三
、

　
　
　
　
序
　
読
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
え
と
傅
わ
る
中
國
の
正
統
本
草
を
、
本
草
の
傳
統
的
編
纂
方
法
に

第
詐
本
韓
騨
灘
て
第
等
節
本
蝉
羅
版
本
　
よ
つ
て
集
大
成
し
た
書
で
あ
る
．
本
覆
統
的
編
纂
方
法
藁

　
　
　
第
二
節
本
草
綱
目
の
著
作
　
　
亀
　
　
第
二
節
日
本
刊
本
　
　
　
　
　
　
神
仙
服
餌
と
し
て
の
藥
数
を
基
準
と
す
る
上
申
下
の
三
品
分
類
を
襲

　
　 @
第
三
節
本
善
の
内
容
　
9
寛
永
刊
版
の
系
統
　
用
し
・
曼
從
前
の
諸
歪
書
の
額
を
そ
の
ま
ま
温
存
し
・
之
に
跳
，

　
　
@
　@
霧
爺
無
分
類
　
融
鷺
襲
獅
華
の
誓
薪
藥
藻
す
る
編
纂
方
法
で
あ
る
・
從
つ
て
誰
塑

　
　
　
　
　
国
本
草
綱
目
附
圖
　
　
　
　
　
　
　
圓
明
治
以
後
の
版
本
　
　
　
本
草
に
よ
つ
て
、
諸
種
の
正
統
本
草
の
奮
態
は
、
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
、
　
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
誰
類
本
草
は
、
宋
元
明
の
間
に
、
四

　
　
　
　
　
　
　
序
　
　
　
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
’
　
　
　
十
回
近
く
も
重
編
醗
刻
さ
れ
、
少
く
と
も
本
草
綱
目
の
盛
行
す
る
ま

　
　
　
現
存
す
る
申
國
の
本
草
交
献
は
、
詮
類
本
草
と
本
草
綱
目
と
に
よ
　
’
で
、
日
華
の
本
草
學
界
に
支
配
的
な
地
位
を
占
め
た
書
で
あ
る
。
こ

　
　
つ
て
代
表
さ
れ
る
。
誰
類
本
草
は
、
北
宋
の
唐
愼
微
の
経
史
誰
類
備
　
　
の
間
の
事
情
に
就
い
て
は
、
既
に
「
唐
愼
微
の
経
史
誰
類
備
急
本
草

　
　
急
本
草
を
架
と
す
る
大
葉
草
及
叢
和
奎
の
爾
系
統
に
塁
の
系
統
と
そ
の
版
本
」
霧
講
懸
第
な
る
拙
稿
に
於
い
て
詳
述

　
　
諸
書
の
総
構
で
あ
る
。
こ
の
謹
類
本
草
は
、
騨
農
本
経
↓
梁
の
陶
弘
　
　
し
た
。
．
ー

ヨ

3
3
@
景
の
本
草
集
注
↓
唐
の
薪
修
本
草
↓
宋
の
開
費
本
草
↓
嘉
訪
補
注
本
　
　
　
　
由
來
明
の
學
風
は
、
王
陽
明
の
「
格
物
致
知
」
読
に
看
取
さ
れ
る

　
　
　
皿
、



謝
　
が
如
く
に
、
實
用
主
義
、
功
利
主
義
的
な
色
彩
が
濃
い
。
こ
の
傾
向
．
　
主
義
的
な
本
草
學
を
創
始
し
た
書
と
謂
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
又
此
所
．

　
　
は
時
代
の
降
る
と
共
に
甚
し
く
な
り
、
明
末
に
は
實
用
主
義
、
功
利
　
　
に
、
本
草
綱
目
が
研
究
さ
る
べ
き
便
値
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　
主
義
の
立
場
か
ら
、
古
文
職
弘
再
編
纂
し
た
多
く
の
書
が
作
ら
れ
て
　
　
　
然
し
本
草
綱
目
は
、
考
謎
學
的
立
場
か
ら
し
て
、
見
る
に
足
ら
な

　
　
い
る
。
署
學
本
草
に
於
い
て
も
例
外
た
り
得
す
、
こ
の
時
代
の
要
望
　
　
い
俗
書
と
し
て
排
斥
さ
れ
て
い
る
。
謬
読
誤
解
、
憶
断
偏
見
が
全
書

　
　
に
慮
じ
て
作
ら
れ
た
の
が
、
虞
搏
の
馨
學
入
門
、
李
時
珍
の
本
草
綱
　
　
い
た
る
所
に
見
出
さ
れ
て
、
實
に
あ
き
れ
は
て
た
る
書
で
あ
る
。
然

　
　
目
等
の
諸
書
で
あ
る
。
古
典
主
義
的
な
謹
類
本
草
は
、
内
容
を
無
覗
　
　
し
こ
の
傾
向
は
、
別
に
本
草
綱
目
に
限
つ
た
わ
け
で
は
な
く
、
薄
巳

　
　
し
、
專
ら
文
鰍
を
主
と
す
る
傳
統
的
な
方
法
に
依
つ
て
編
纂
さ
れ
て
　
　
の
校
注
婦
人
良
方
、
徐
光
啓
の
農
政
、
全
書
等
の
如
き
、
明
末
諸
書
に

　
　
い
る
が
爲
に
、
甚
し
く
非
實
用
的
で
あ
り
、
且
度
か
さ
な
る
重
編
翻
　
　
見
ら
れ
る
一
般
的
な
傾
向
で
あ
る
。
蓋
し
片
々
な
る
字
句
に
拘
泥
す

　
　
刻
の
爲
に
、
そ
の
内
容
は
相
當
に
混
鑑
し
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
る
　
　
る
こ
と
な
く
、
專
ら
そ
の
實
用
を
急
に
し
た
が
た
め
で
あ
ろ
う
。
本
　
　
幽

　
　
に
、
所
謂
金
元
讐
學
が
盛
行
し
、
爲
に
そ
の
藥
理
學
は
一
攣
し
、
誰
　
　
草
綱
目
の
本
質
は
、
本
草
の
徹
底
的
實
用
化
を
意
圖
す
る
李
時
珍
の
　
3
8

　
　
類
奎
で
は
・
時
代
の
要
求
轟
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
・
之
　
蒙
言
で
あ
つ
で
・
決
し
て
考
叢
的
な
整
謬
在
る
の
で
は
な
い
・
噸

　
　
を
要
す
る
に
、
讃
類
本
草
は
改
編
さ
る
べ
き
蓮
命
に
置
か
れ
た
。
李
　
　
又
か
か
る
意
味
に
於
て
の
み
、
本
草
綱
目
の
存
在
便
値
は
把
握
し
得

　
　
時
珍
は
こ
の
時
代
の
要
求
に
慮
じ
、
そ
の
分
類
に
は
、
そ
の
當
時
全
　
　
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
此
所
に
本
草
綱
目
研
究
の
必
要
性
が
認

　
　
く
意
義
を
失
つ
て
し
ま
つ
た
三
品
分
類
…
を
捨
て
て
、
當
時
の
自
然
科
　
　
あ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
學
を
基
礎
と
す
る
自
然
分
類
を
探
り
、
丈
献
を
主
と
す
る
傳
統
的
編
　
　
　
叉
且
つ
、
本
草
綱
目
は
甚
だ
實
用
的
に
編
纂
さ
れ
た
が
爲
に
、
こ

　
　
纂
方
法
を
改
め
て
、
内
容
を
主
と
す
る
編
纂
方
法
に
從
い
、
自
己
の
　
　
の
書
が
一
度
世
に
出
る
や
、
た
ち
ま
ち
誰
類
本
草
に
代
つ
て
、
中
國

　
　
見
識
に
よ
つ
て
綱
目
を
立
て
て
、
之
に
内
容
を
分
屡
し
、
更
に
又
金
　
　
及
び
日
本
の
本
草
界
を
支
配
し
、
そ
の
本
草
學
・
藥
理
學
の
母
髄
と

　
　
元
繋
學
読
を
織
り
こ
ん
で
再
編
し
た
の
が
、
“
こ
の
本
草
綱
目
で
あ
る
ρ
　
な
り
、
肚
會
に
量
り
知
れ
な
い
影
響
を
與
え
た
書
で
、
謎
類
本
草
と
’

　
　
從
つ
て
本
草
綱
目
は
、
明
末
の
時
代
思
潮
を
反
映
七
、
革
薪
的
實
用
　
　
共
に
研
究
さ
ゐ
べ
き
本
草
學
史
上
の
重
大
な
意
義
を
有
す
る
文
厭
で



　
　
あ
る
。
軍
に
非
學
問
的
な
書
と
し
て
、
之
を
不
問
に
附
す
こ
と
は
許
　
　
　
「
先
考
月
池
翁
。
著
四
診
獲
明
八
巻
。
皆
精
詣
奥
堂
。
淺
學
未
能

　
　
さ
れ
な
い
Q
以
下
章
節
を
分
け
て
、
本
草
綱
目
の
文
鰍
學
的
な
解
明
　
　
　
　
窺
造
し

　
　
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
言
い
、
叉
本
草
綱
目
の
「
引
擦
古
今
讐
家
書
目
」
に
は
、
杢
ム
言
聞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
「
痘
疹
誰
治
」
　
「
痘
疹
要
訣
」
な
る
書
名
を
學
げ
て
訟
り
、
更
に

　
　
　
　
　
第
一
章
　
本
草
綱
目
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叉
清
の
王
道
純
の
本
草
品
彙
精
要
績
集
に
は
、
李
言
聞
が
欄
補
し
潅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宋
の
崔
嘉
彦
の
「
肱
訣
四
言
學
要
」
が
附
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
@
　
・
笙
節
李
時
珍
の
略
傳
　
　
　
　
、
李
時
珍
の
筆
年
は
・
古
來
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
が
屍
の
「
本

　
　
　
本
草
綱
目
の
作
者
な
る
李
時
珍
に
就
い
で
は
、
明
史
巻
二
百
九
十
　
　
草
綱
目
の
著
作
」
の
節
に
於
て
考
誰
す
る
が
如
く
に
、
嘉
靖
二
年

　
　ｫ
康
煕
湖
廣
悪
巻
三
＋
三
、
民
國
湖
北
通
志
替
辛
二
、
叉
蓋
ご
ろ
笙
塵
薩
二
＋
四
年
薙
ご
る
に
卒
し
た
と
獲
さ
遭

　
　
光
緒
黄
州
府
志
巻
十
九
に
夫
々
傳
が
見
え
て
い
る
。
今
此
等
に
本
草
　
　
れ
る
。
黄
州
府
志
は
、
時
珍
が
生
れ
る
時
に
「
紫
芝
生
庭
。
白
鹿
入
　
3
9
、

　
　
綱
目
の
關
係
記
事
を
参
考
に
し
て
・
そ
の
略
傳
を
逃
べ
よ
う
・
　
室
」
な
る
諜
が
あ
つ
奮
で
あ
る
。
王
世
貞
の
本
草
綱
目
序
に
は
、
照

　
　
　
李
時
珍
は
字
を
東
壁
と
言
い
、
晩
年
に
は
自
ら
瀕
湖
山
人
と
號
し
　
　
時
珍
の
言
と
し
て
「
幼
多
騒
疾
。
質
成
鈍
推
」
な
る
句
を
載
せ
て
い

　
　
た
。
湖
北
黄
州
府
断
州
の
人
で
あ
る
。
こ
の
断
州
か
ら
は
、
宋
の
時
　
　
る
。
時
珍
の
幼
時
は
、
多
病
質
の
亭
凡
な
子
供
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ

　
　
に
名
讐
寵
安
時
が
で
て
い
る
。
又
本
草
綱
目
に
附
刻
さ
れ
て
い
る
李
　
　
る
。
叉
湖
北
通
志
に
は
「
年
＋
四
補
諸
生
。
三
試
於
郷
不
讐
。
鍵
戸

　
　
時
珍
の
奇
経
八
豚
致
に
、
同
郷
の
顧
問
が
序
を
作
り
、
　
　
　
　
　
　
　
護
書
。
十
年
不
出
。
博
學
無
所
弗
窺
」
と
あ
る
。
帥
ち
時
珍
は
年
十

　
　
　
「
瀕
湖
世
儒
。
象
以
讐
鳴
。
鳳
門
父
子
兄
弟
。
富
有
著
述
」
　
　
　
　
四
に
し
て
諸
生
と
な
り
、
三
た
び
綿
試
に
落
第
し
、
之
を
契
機
と
し

　
　
と
言
つ
て
い
る
。
即
ち
時
珍
の
家
は
、
世
々
儒
讐
で
あ
つ
た
の
で
あ
　
　
て
志
を
本
草
馨
學
に
轄
じ
、
勉
學
に
は
げ
ん
だ
の
で
あ
る
。
又
王
世

　
　
る
。
又
事
實
、
時
珍
の
父
の
李
言
聞
は
相
當
な
署
師
で
あ
つ
た
ら
し
　
　
貞
の
本
草
綱
目
序
に
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
－

鰯
、
い
。
瀕
湖
肱
學
の
時
珍
の
自
序
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
「
長
耽
典
籍
。
若
啖
簾
飴
。
途
漁
独
翠
書
。
捜
羅
百
氏
。
凡
子
史



鰯
　
　
経
傳
。
聲
韻
農
圃
。
署
卜
星
相
。
樂
府
諸
家
。
稚
有
得
庭
。
韓
著
　
　
う
。

　
　
　
歎
言
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
・
李
時
珍
は
又
同
時
に
、
臨
床
署
師
と
し
て
も
、
相
當
な
手
腕
を
有

　
，
な
る
時
珍
の
言
葉
を
載
せ
て
い
る
。
帥
ち
時
珍
は
嚢
書
を
渉
独
し
、
　
　
　
し
て
い
た
ら
し
く
、
湖
北
通
志
に
は
「
當
時
稻
時
珍
爲
署
聖
」
と
言

　
　
少
し
で
も
心
に
得
る
所
が
あ
れ
ば
、
之
を
書
き
留
め
た
の
で
あ
る
。
　
．
つ
て
い
る
。
「
署
聖
」
と
は
、
過
賞
の
嫌
が
な
い
で
は
な
い
、
が
。

　
　
こ
の
集
積
が
恐
ら
く
本
草
綱
目
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
噛
、
　
　
　
　
　
李
時
珍
の
學
識
の
進
む
と
共
に
、
彼
の
風
格
も
之
に
ふ
さ
わ
し
く

　
　
　
李
時
珍
の
研
究
の
樹
象
は
、
本
草
署
學
の
方
面
に
限
ら
れ
た
ら
し
　
　
圓
熟
し
た
と
思
え
る
。
王
世
貞
は
そ
の
本
草
綱
目
序
に
、
時
珍
の
人

　
－
く
、
今
日
時
珍
の
著
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
時
珍
の
畢
　
　
柄
を
述
べ
て
、

　
　
生
の
作
な
る
本
草
綱
目
の
外
に
、
瀕
湖
脈
學
一
雀
、
奇
経
八
豚
致
一
、
　
　
・
「
予
窺
其
人
。
膵
然
貌
也
。
纏
然
身
也
。
津
津
然
舞
議
也
。
眞
北

　
　
巻
、
嚢
致
董
需
鑑
縫
殿
雛
譜
命
門
考
、
三
焦
舞
　
斗
以
重
人
」

羅
霧
署
塞
巻
麗
志
の
等
が
あ
る
。
無
，
　
と
評
し
て
い
る
・
此
は
藤
夫
年
の
こ
ど
で
・
時
に
時
珍
は
六
＋
姫

　
　
　
現
存
す
る
李
時
珍
の
諸
書
に
よ
つ
て
見
る
に
、
彼
の
學
問
的
基
礎
　
，
八
歳
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
風
格
を
想
見
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
　
輸

　
　
は
、
金
の
劉
完
素
等
に
よ
つ
て
提
唱
さ
れ
た
所
謂
金
元
署
學
で
あ
る
。
　
何
は
と
も
か
く
、
時
の
碩
學
王
世
貞
を
し
て
「
眞
北
斗
以
南
桶
人
」
　
「

　
　
金
元
攣
と
は
、
経
臨
床
の
上
籍
婆
れ
た
璽
論
を
ば
、
素
．
鰭
難
櫟
ど
警
芒
め
た
時
珍
も
亦
相
當
な
人
物
で
あ
つ
た
に

　
　
問
の
陰
陽
五
行
読
に
よ
つ
て
強
い
て
理
論
す
け
ん
と
す
る
學
読
で
、
　
　
違
い
な
か
ろ
う
。

　
　
多
分
に
室
疎
な
面
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
此
の
金
元
讐
學
は
、
宋
　
　
　
李
時
珍
の
｝
生
は
醤
藥
に
終
始
し
、
肚
會
的
に
活
動
し
た
形
迩
は

　
　
の
性
理
読
を
そ
の
理
論
根
嫁
と
す
る
も
の
で
、
性
理
読
の
普
及
と
共
　
　
認
め
ら
れ
な
い
。
何
時
の
こ
ろ
か
は
未
詳
で
あ
る
・
が
、
楚
王
府
奉
祠

　
「
に
、
元
明
の
儲
藥
界
を
支
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
珍
が
そ
の
金
元
　
　
正
と
な
り
、
又
楚
藩
の
推
學
で
太
讐
院
院
判
と
な
り
、
丈
子
の
李
建

　
　
馨
學
の
積
弊
を
破
り
得
な
く
、
か
え
つ
て
そ
の
流
に
ま
き
こ
ま
れ
た
ノ
　
中
が
四
川
蓬
漢
縣
知
縣
と
な
つ
た
が
爲
に
、
時
珍
も
亦
文
林
郎
蓬
漢

　
　
の
も
、
時
代
の
力
の
然
ら
し
む
る
所
と
し
て
、
首
肯
し
得
る
で
あ
ろ
　
　
縣
知
縣
に
敷
封
さ
れ
る
光
榮
を
得
た
に
す
ぎ
な
い
。



　
　
　
李
時
珍
は
萬
暦
二
＋
四
年
薙
の
こ
ろ
、
七
＋
四
歳
で
卒
し
た
。
　
記
事
と
思
わ
れ
る
。
從
つ
て
、
時
珍
は
嘉
靖
三
＋
一
年
、
有
年
三
＋

　
　
子
に
は
、
建
中
、
建
元
、
建
方
、
建
木
等
が
あ
り
、
孫
に
は
樹
宗
、
　
　
ご
ろ
に
、
本
草
綱
目
の
著
作
に
着
手
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
且
叉
、

　
、
樹
聲
、
樹
勲
、
樹
本
の
等
が
あ
つ
た
こ
と
が
、
金
陵
本
本
草
綱
目
の
　
　
彼
の
生
年
は
嘉
靖
二
年
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
若
し
然
ら

　
　
．
輯
書
姓
氏
L
に
よ
つ
て
智
れ
る
。
　
　
　
　
　
ば
、
逡
表
の
「
震
七
旬
。
功
始
成
就
」
は
、
萬
暦
二
＋
年
叢
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
に
本
草
綱
目
が
は
じ
め
て
脱
稿
し
た
こ
と
に
な
り
、
序
例
の
「
絡

　
　

@
　
@
　@
第
二
節
奎
響
の
著
作
，
・
・
『
　
干
萬
暦
戊
寅
・
稿
凡
三
易
」
と
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
・
案
す
る

　
　
　
本
草
綱
目
の
著
作
に
關
し
、
先
づ
そ
の
時
間
的
経
過
を
読
明
し
よ
　
　
に
萬
暦
十
八
年
の
王
世
貞
の
本
草
綱
目
序
に
、

　
　
う
。
子
の
李
建
元
の
「
進
本
草
綱
目
疏
」
の
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
・
　
　
「
孟
鍵
之
以
共
天
下
後
世
味
太
玄
如
子
雲
者
」

　
　
時
珍
の
遺
表
に
は
、
　
　
　
　
　
’
　
・
　
　
と
あ
る
こ
と
よ
り
す
る
と
、
萬
暦
夫
年
に
は
、
本
草
綱
目
は
ま
だ
一

　
　
　
「
行
年
三
十
。
力
庫
校
灘
。
歴
歳
七
旬
。
功
始
成
就
」
　
　
　
　
　
」
刊
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
此
か
ら
推
す
と
、
上
記
の
二
條
は
、
三
た
び
　
4
1

　
　
と
あ
る
・
即
ち
時
珍
は
年
三
＋
に
し
て
本
甜
目
の
著
述
に
孕
し
・
稿
を
曼
て
・
薩
六
年
に
雇
は
脱
稿
し
・
恐
ら
く
之
を
刊
刻
せ
｛

　
　
年
七
十
に
し
て
は
じ
め
て
功
を
絡
つ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
又
一
方
、
　
ん
と
し
て
「
絡
干
萬
暦
戊
寅
」
と
言
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
何
．

　
　
本
草
綱
目
序
例
上
の
「
歴
代
諸
家
本
草
」
中
の
「
本
草
綱
目
」
條
下
の
　
等
か
の
事
情
で
刊
刻
が
で
き
す
、
そ
の
間
常
に
訂
正
を
加
え
、
萬
暦

　
　
自
注
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
十
年
ご
ろ
に
至
つ
て
は
じ
め
て
完
稿
し
、
之
を
附
刊
せ
ん
と
し
た
。

　
　
　
「
始
干
嘉
靖
壬
子
。
絡
干
萬
暦
戊
寅
。
稿
凡
三
易
」
　
　
　
　
．
　
　
　
「
歳
経
七
旬
。
功
始
成
就
」
は
恐
ら
く
こ
の
事
を
指
す
も
の
と
解
せ

　
　
と
あ
る
。
時
珍
は
嘉
靖
壬
子
壽
聾
i
に
奎
轡
に
着
手
し
・
　
ら
れ
る
。

　
　
萬
暦
戊
寅
葎
肚
に
三
た
び
稿
を
易
え
て
絡
つ
た
と
一
言
う
の
で
あ
　
又
藤
二
＋
四
年
＋
一
月
の
李
建
元
の
．
進
奎
響
疏
L
に
は
、

　
　
る
。
こ
の
爾
條
を
併
せ
考
え
る
と
、
遺
表
の
「
行
年
三
十
。
力
庫
校
　
　
　
　
「
故
父
李
時
珍
。
…
…
生
亭
篤
學
。
刻
意
纂
修
。
曾
著
本
草
一
部
。

謝
　
離
」
ば
、
大
鶴
に
於
い
て
序
例
の
「
始
予
嘉
靖
壬
子
」
に
該
當
す
る
　
　
　
－
甫
及
刻
成
。
忽
値
数
壼
。
撰
有
遺
表
。
令
臣
代
厭
L
　
　
　
　
、



鵬
　
と
あ
る
。
之
に
よ
つ
て
、
時
珍
は
本
草
綱
目
の
刊
刻
が
成
つ
て
間
懲
　
　
の
。
死
亡
後
間
も
な
く
本
草
綱
目
を
朝
廷
に
奉
つ
た
も
の
と
言
い
得
る

　
　
な
く
卒
し
、
且
又
本
草
綱
目
を
朝
廷
に
奉
る
べ
く
表
を
書
し
て
い
た
　
　
で
あ
ろ
う
。
若
し
然
ら
ば
本
草
綱
目
の
完
刻
も
、
時
珍
の
死
も
共
に

　
　
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
叉
こ
の
進
本
草
綱
目
疏
に
は
、
正
皮
編
纂
の
爲
　
　
萬
暦
二
十
四
年
十
一
月
を
相
去
る
遠
か
ら
ざ
る
時
、
恐
ら
く
共
に
萬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
に
書
を
天
下
に
訪
求
す
る
旨
の
禮
部
儀
制
司
勘
合
が
録
載
さ
れ
て
い
　
　
暦
二
十
四
年
の
内
に
在
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
る
。
從
つ
て
時
珍
の
遺
表
は
、
こ
の
詔
勅
に
慮
じ
て
本
草
綱
目
を
奉
　
　
　
明
史
で
は
、
本
草
綱
目
の
刊
行
維
過
を
ば
、

　
　
る
べ
く
書
か
れ
た
も
の
で
、
こ
の
詔
勅
の
下
つ
た
時
に
は
、
時
珍
は
　
　
　
　
「
書
成
。
將
上
之
朝
。
時
珍
遽
卒
。
未
幾
。
神
宗
詔
修
國
史
。
購

　
　
生
存
し
て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
明
史
巻
二
十
神
宗
本
紀
及
び
　
　
　
四
方
書
籍
。
其
子
建
元
。
以
父
遺
表
及
是
書
來
厭
。
天
子
嘉
之
。

　
　
明
史
巻
二
百
七
十
陳
干
陛
傳
に
よ
る
と
、
此
の
詔
勅
は
陳
干
陛
の
奏
　
　
　
命
刊
行
。
天
下
自
是
士
大
夫
。
家
有
其
書
」

　
　
請
に
よ
つ
て
、
萬
暦
二
十
二
年
三
月
癸
卯
に
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
と
読
明
し
、
時
珍
の
死
を
萬
暦
二
十
二
年
以
前
に
在
り
と
し
、
又
李
　
幽

　
　
帥
ち
萬
暦
二
十
二
年
三
月
の
こ
ろ
に
は
、
時
珍
は
生
存
し
て
い
た
の
　
　
建
元
は
稿
本
の
本
草
綱
目
を
進
呈
し
、
神
宗
の
勅
命
に
て
刊
行
さ
れ
　
鵡

　
　
で
あ
る
。
又
こ
の
禮
部
儀
制
司
勘
合
に
は
「
如
巳
刻
行
者
。
帥
刷
印
　
　
た
と
し
て
い
る
。
此
は
李
建
元
の
進
本
草
綱
目
疏
を
誤
解
し
た
謬
読
　
鱗

　
　
曲
部
邊
部
」
と
て
、
若
し
附
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
直
ち
に
一
部
　
　
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
湖
北
通
志
も
亦
こ
の
謬
読
を
承

　
　
を
印
刷
し
て
禮
部
に
途
れ
と
命
じ
て
い
る
に
も
拘
ら
す
、
實
際
に
本
　
　
け
て
い
る
。

　
　
草
綱
目
が
進
呈
さ
れ
た
の
は
、
萬
暦
二
十
四
年
十
一
月
で
あ
る
。
こ
　
・
　
以
上
を
要
す
る
に
、
李
時
珍
は
嘉
靖
二
年
の
こ
ろ
に
生
れ
、
嘉
靖

　
　
の
事
實
か
ら
し
て
、
萬
暦
二
十
二
年
三
月
の
こ
ろ
に
は
、
本
草
綱
目
　
　
三
十
唱
年
行
年
三
十
歳
の
こ
ろ
に
本
草
綱
目
の
著
作
に
着
手
し
、
萬

　
　
は
少
く
と
も
完
刻
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
今
人
　
　
暦
六
年
に
三
た
び
稿
を
易
え
て
一
鷹
は
脱
稿
し
、
之
を
更
に
手
を
離

　
　
情
に
從
つ
て
言
え
ば
、
時
珍
は
本
草
綱
目
を
進
呈
す
べ
く
、
そ
の
完
　
　
さ
す
し
て
推
敲
し
、
萬
暦
十
八
年
に
は
王
世
貞
の
叙
を
も
ら
い
、
萬

　
　
刻
と
共
に
上
表
の
文
を
書
い
た
が
、
之
を
果
さ
す
し
て
死
ん
だ
。
そ
　
　
暦
二
十
年
の
こ
ろ
脱
稿
し
て
恐
ら
く
刊
刻
に
附
し
、
萬
麿
二
十
四
年

　
　
の
子
の
建
元
は
、
父
の
不
本
意
の
切
な
き
氣
持
を
知
る
が
故
に
、
父
　
　
に
、
刊
刻
が
成
る
と
間
も
な
く
死
亡
し
、
そ
の
十
軸
月
に
は
、
子
の



建
元
が
本
草
綱
目
を
朝
廷
に
奉
つ
た
。
董
其
昌
の
本
草
綱
目
序
に
　
　
許
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
要
は
之
を
利
用
す
る
讃
君
の
注
意
如
何
に

　
「
天
子
爲
報
聞
。
書
藏
交
淵
閣
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
書
は
丈
淵
閣
　
　
在
る
と
言
い
得
よ
う
。

の
秘
府
に
藏
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
は
と
も
か
く
、
李
時
珍
の
　
　
　
更
に
又
、
本
草
綱
目
に
最
も
遺
憾
な
の
は
、
そ
の
編
纂
が
主
と
し

　
一
生
は
、
本
草
綱
目
に
絡
始
し
た
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
，
　
　
　
　
　
て
文
献
の
摘
録
に
終
始
し
、
親
試
實
見
を
疎
略
に
し
た
黙
に
在
る
。

　
又
李
時
珍
は
本
草
綱
目
著
作
の
爲
に
渉
独
し
た
書
は
實
に
多
方
面
　
　
此
も
亦
別
に
本
草
綱
目
に
限
つ
た
訣
鮎
で
は
な
く
て
、
中
國
の
各
本

に
渉
り
、
前
に
引
用
し
た
王
世
貞
の
序
に
も
あ
る
が
如
く
に
、
経
傳
　
－
草
書
の
殆
ん
ど
に
共
通
す
る
も
の
で
、
中
國
本
草
學
の
停
滞
性
の
主

子
史
、
聲
韻
農
圃
、
醤
卜
星
相
樂
府
の
諸
家
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
　
　
因
は
、
主
と
し
て
こ
の
丈
献
至
上
主
義
に
在
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

、
本
草
綱
目
序
例
に
、
時
珍
は
自
ら
引
用
し
た
諸
書
の
名
を
列
學
し
、
、
　
本
草
綱
目
を
利
用
す
る
時
、
此
の
黙
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

ｻ
の
．
引
馨
禽
塞
自
目
、
の
條
に
は
、
　
　
　
　
　
第
三
節
本
草
轡
の
内
容
，
　
　
甲
鼠

　
　
　
「
自
陶
弘
景
以
下
。
◆
唐
宋
諸
本
草
。
引
用
署
書
。
八
十
四
家
。
而
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

　
　
　
唐
愼
微
居
多
・
時
珍
今
所
引
・
除
葉
外
・
凡
二
百
七
＋
六
家
」
　
李
時
珍
は
・
そ
の
當
時
の
本
薯
箋
成
し
・
金
一
兀
箪
に
譲
楓

　
　
と
自
ら
注
し
、
又
「
引
嫁
古
今
経
史
百
家
書
目
」
の
條
に
は
、
　
　
　
　
す
る
實
用
的
な
新
局
方
と
し
て
、
こ
の
本
草
綱
目
を
作
つ
た
。
從
つ

　
　
　
「
自
陶
弘
景
唐
宋
已
下
。
所
引
用
者
。
凡
「
百
五
十
嶋
家
。
時
珍
　
　
て
そ
の
書
は
、
五
十
二
巻
圃
二
巻
と
言
う
彪
大
な
も
の
に
な
つ
た
。

　
　
　
所
引
用
者
・
除
葉
外
。
凡
四
百
四
＋
家
」
　
　
　
　
李
時
珍
の
奮
態
を
存
す
る
金
陵
本
本
草
習
諜
に
よ
る
と
、
毒

　
　
と
自
ら
注
し
て
い
る
。
時
珍
め
引
用
せ
る
書
は
、
九
百
五
十
二
家
の
　
　
貞
序
、
輯
書
姓
氏
、
附
圖
、
凡
例
、
総
目
を
一
括
し
て
之
を
「
巻
之

　
　
多
き
に
及
ん
で
い
る
。
實
に
勤
且
博
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
然
し
諸
　
　
首
」
と
し
、
上
下
二
巻
に
分
け
て
い
る
。
次
に
本
文
を
お
き
、
そ
の

　
　
書
を
引
用
す
る
に
際
し
て
は
、
憶
改
、
誤
解
、
誤
謬
が
百
出
し
、
實
　
　
第
一
巻
第
二
巻
は
序
例
、
第
三
巻
第
四
毬
は
百
病
主
治
藥
、
以
下
第

　
　
に
危
瞼
に
た
え
な
い
。
然
し
こ
れ
と
て
も
、
時
珍
は
時
珍
な
り
に
浩
　
　
五
巻
よ
り
第
五
十
二
雀
ま
で
は
、
本
草
の
各
論
で
あ
る
。

脚
化
し
て
引
用
し
た
も
の
で
、
明
末
の
媛
の
然
ら
毒
る
所
と
し
て
　
女
そ
の
叢
は
合
童
千
八
百
九
＋
二
蕊
蠣
藏
聾
筆
轍



脚
船
働
で
あ
る
。
奎
綱
厚
例
の
「
采
集
襲
奎
簸
」
に
そ
　
「
凡
謬
分
上
申
下
三
品
・
今
之
新
補
・
難
於
詳
辮
・
但
以
類
附

　
　
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
之
に
よ
る
之
、
讃
類
本
草
か
ら
一
千
四
　
　
　
見
」

　
　
百
七
十
九
種
、
李
呆
等
の
金
元
馨
書
か
ら
三
十
九
種
を
採
集
し
、
更
　
　
と
言
つ
て
お
る
が
如
き
は
、
そ
の
例
誼
で
あ
る
。

　
　
に
時
珍
自
ら
三
百
七
．
十
四
種
の
新
藥
を
附
入
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
李
時
珍
は
そ
の
凡
例
に
於
て
三
品
分
類
を
批
判
し
て
「
品
目
錐
存
。

　
　
　
李
時
珍
は
、
分
類
．
書
式
共
に
複
雑
に
し
て
實
用
に
適
し
な
い
誼
　
　
奮
額
清
混
。
義
意
倶
失
」
と
言
い
、
叉
序
例
の
宋
本
草
奮
目
録
め
下

　
　
類
本
草
を
改
編
し
て
、
簡
明
に
し
て
利
用
し
や
す
い
書
を
意
圖
し
て
、
　
に
ぼ
「
奮
目
不
録
可
也
。
録
之
所
瑳
存
古
蹟
也
。
又
以
見
三
品
之
混
、

　
　
こ
の
本
草
綱
目
を
作
つ
た
。
故
に
そ
の
編
纂
の
汎
例
に
非
常
な
苦
心
　
　
齪
。
不
必
泥
古
也
」
と
言
つ
て
い
る
。
帥
ち
三
品
分
類
は
多
く
混
鑑

　
　
を
梯
つ
て
い
る
。
本
草
綱
目
の
雀
首
の
「
凡
例
」
の
條
に
、
十
二
の
　
　
し
、
そ
の
意
義
も
倶
に
不
明
と
な
り
、
存
在
便
値
を
失
つ
た
と
し
て
・

凡
禦
列
學
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
の
重
な
る
も
の
に
審
、
若
干
の
．
乏
を
放
棄
し
渇
。
筆
る
に
、
序
例
歴
代
襲
奎
の
明
の
注
概
の
「

　
　
読
明
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
草
會
編
に
注
し
て
「
乃
削
去
本
草
上
中
下
三
品
。
以
類
相
從
」
と
　
4
4

　
　
　
9
本
草
綱
目
の
藥
品
分
類
　
中
國
の
傳
統
的
本
草
書
は
、
い
す
　
　
言
つ
て
い
る
。
蓋
し
時
珍
の
三
品
分
類
の
放
棄
は
、
注
機
の
本
草
會
卜
【

　
　
れ
も
神
農
本
草
経
の
三
品
分
類
を
襲
用
し
て
い
る
。
三
品
分
類
と
は
、
　
編
の
影
響
に
よ
る
の
、
で
あ
ろ
う
。

　
　
諸
藥
を
神
仙
的
藥
数
を
基
準
と
し
て
、
上
中
下
の
三
品
に
分
類
す
る
　
　
・
叉
誰
類
本
草
は
傅
統
的
分
類
に
從
い
、
全
藥
品
を
縦
に
玉
石
、
草
、

　
　
方
法
で
あ
る
。
由
來
、
本
草
學
は
神
仙
読
に
附
随
し
て
生
じ
た
も
の
　
　
木
、
人
、
獣
、
禽
、
贔
魚
、
果
、
米
穀
、
茶
の
十
部
に
分
け
、
之
を

　
　
で
あ
る
か
ら
、
神
農
本
草
経
が
こ
の
三
品
分
類
を
用
う
る
の
は
、
む
　
　
更
に
横
に
上
中
下
の
三
品
に
分
類
し
て
お
る
。
時
珍
は
横
の
三
品
分

　
　
し
ろ
當
然
な
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
時
代
の
降
る
と
共
に
、
本
草
は
　
　
類
を
捨
て
去
つ
た
の
み
で
な
く
、
縦
の
十
部
分
類
に
も
批
判
を
加
え
、

　
　
し
だ
い
に
神
仙
論
か
ら
離
脱
し
、
讐
藥
の
學
と
な
り
、
三
品
分
類
は
　
　
所
謂
q
十
六
部
六
十
類
」
の
分
類
を
立
て
た
っ
帥
ち
　
水
部
こ
類

　
　
そ
の
意
義
を
失
い
、
そ
の
残
骸
の
み
が
踏
襲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
　
火
部
｝
類
土
部
｛
類
金
石
部
五
類
草
部
十
「
類
穀
部
四
類

　
　
え
ば
士
量
商
補
注
繍
脚
叙
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
菓
部
五
類
　
田
木
部
六
類
　
木
部
六
類
「
　
服
器
・
部
こ
類
　
贔
部
四
類



　
　
鱗
部
四
類
　
介
部
二
類
　
禽
部
四
類
　
獣
部
四
類
　
人
部
一
類
の
計
　
　
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
李
時
珍
は
こ
の
弊
害
を
除
く
べ
く
、
先
人

　
　
十
六
部
六
十
類
で
あ
る
。
又
凡
例
に
は
、
こ
の
順
に
分
類
配
置
し
た
　
　
の
文
を
整
理
し
て
そ
の
重
複
す
る
も
の
を
去
り
、
且
つ
傳
統
に
拘
泥

　
　
理
由
を
ぱ
、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
す
に
、
記
文
を
ば
ら
み
＼
に
切
つ
て
事
項
別
に
整
理
し
次
の
八
項

　
　
　
．
首
以
水
火
。
委
呈
。
水
火
爲
萬
物
之
先
。
土
爲
萬
物
母
也
。
目
を
設
け
た
。
（
記
事
を
若
干
の
項
目
の
も
と
に
分
屡
さ
せ
る
こ
と
は
、
既
に
本
草
品
彙
精
要
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
）
　
－

　
　
　
、
次
之
以
金
石
。
從
土
也
。
次
之
以
草
穀
菓
果
木
。
從
微
至
亘
也
。
　
　
　
①
　
羅
名
　
標
題
に
掲
げ
た
正
名
と
は
別
の
異
名
を
列
畢
し
、
卜
且

　
　
　
次
之
以
服
器
。
從
草
木
也
。
次
之
以
贔
鱗
介
禽
獣
。
終
之
以
人
。
　
　
つ
そ
の
命
名
の
由
來
を
記
す
。

　
　
　
從
賎
至
貴
也
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
集
解
　
産
地
、
形
歌
、
性
質
、
探
取
時
期
、
修
治
、
良
否
を

　
　
と
読
明
し
て
い
る
。
之
を
要
す
る
に
、
時
珍
は
傳
統
的
三
口
叩
分
類
を
　
．
書
す
。
岡
西
爲
人
博
士
は
そ
の
可
本
草
綱
目
を
讃
む
に
當
つ
て
の
注

　
　
ﾛ
定
し
、
昌
の
見
識
に
よ
つ
て
、
＋
六
部
六
＋
類
な
る
自
然
分
類
意
如
鍍
講
難
論
に
、
　
，
　
　
、
，
「

　
　
を
た
て
た
。
あ
自
然
科
學
的
分
類
の
裏
に
は
、
西
簿
物
馨
影
　
「
漢
藥
の
基
原
に
關
す
る
事
項
は
・
集
蟹
要
領
よ
く
総
括
さ
れ
妨

　
　
禦
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
。
何
は
と
も
か
く
、
こ
　
て
い
る
・
肇
の
歴
史
筈
く
・
中
國
の
幾
は
廣
大
で
あ
る
か
一

　
　
の
自
然
科
學
的
な
分
類
に
よ
つ
て
、
藥
・
㎜
の
黎
は
簡
便
と
な
り
、
　
ら
、
同
じ
蕎
の
漢
藥
で
も
時
代
に
よ
り
地
方
に
よ
つ
て
基
原
を

　
　
奎
實
用
化
の
線
嬉
う
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
異
に
す
る
も
の
が
多
い
か
ら
・
之
を
考
え
る
場
合
に
は
・
立
罐
的

　
　
　
口
奎
綱
目
の
書
式
霧
本
草
璽
．
式
は
、
豪
の
全
文
を
　
な
考
案
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
時
珍
は
里
雫
面
の
も
の

　
　
こ
と
ご
と
く
引
き
終
り
、
女
の
一
家
を
引
く
と
言
う
ぽ
う
に
、
そ
の
　
　
　
と
し
て
眺
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
、
し
か
も
自
分
の
見
解
に

　
　
内
容
の
重
複
を
避
け
す
、
又
事
項
に
拘
泥
す
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
た
　
　
，
都
合
の
良
い
よ
う
に
先
人
の
読
を
改
蜜
し
て
い
る
の
で
、
か
よ
う

　
　
ず
ら
に
前
書
の
醤
態
の
保
持
に
つ
と
め
、
自
己
の
意
見
を
最
後
に
附
　
　
」
な
読
に
よ
つ
て
正
確
な
眞
相
を
つ
き
と
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

　
　
記
し
て
い
る
。
從
つ
て
あ
る
一
事
項
を
調
査
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
　
　
　
る
」

ユ

3
4
@
全
文
を
護
む
泌
要
が
あ
り
、
，
又
一
讃
再
護
し
て
も
一
そ
の
要
領
を
得
　
　
と
警
告
さ
れ
て
い
る
。
誠
に
傾
賠
す
べ
き
説
で
あ
る
。
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@
　
⑧
　
正
誤
　
そ
の
藥
品
に
關
す
る
諸
本
草
家
の
誤
謬
を
正
す
。
　
　
　
の
交
を
黒
字
に
刻
し
て
そ
の
別
を
示
し
、
又
藥
品
の
典
嫁
を
、
唐
本

3
　
　
　
④
　
修
治
　
藥
品
の
調
製
、
使
用
部
分
の
選
び
方
を
記
す
。
　
　
　
　
先
附
L
「
今
附
」
「
新
補
」
「
唐
本
飴
」
等
の
如
く
に
、
約
束
に
よ
る
書
　
－

　
　
　
⑤
　
氣
味
　
藥
味
の
酸
醐
甘
苦
辛
の
五
味
、
寒
熱
温
涼
の
四
氣
及
　
、
式
が
非
常
に
多
く
、
途
に
は
辮
別
し
得
な
く
な
つ
た
。
更
に
そ
の
上

　
　
び
有
毒
無
毒
を
記
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
－
に
、
版
を
重
ね
る
ご
と
に
、
約
束
に
よ
る
書
式
は
混
齪
し
、
或
は
白

　
　
　
⑥
　
主
治
藥
品
の
効
能
を
書
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
を
黒
字
に
誤
る
等
の
誤
謬
が
百
出
し
た
。
實
用
・
簡
明
を
標
榜
す

　
　
　
⑦
　
護
明
　
藥
品
の
効
能
、
用
方
等
に
つ
き
、
主
と
し
て
時
珍
の
　
　
る
時
珍
は
、
此
等
の
一
切
の
約
束
に
よ
る
書
式
を
梯
拭
し
て
、
夫
々

　
　
畿
明
せ
る
こ
と
を
記
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
の
書
名
を
明
記
し
た
。

　
　
　
⑧
　
附
方
　
そ
の
藥
品
を
用
い
る
主
な
軍
方
を
記
す
。
本
草
の
實
　
　
　
本
草
綱
目
が
天
下
に
普
及
し
得
た
重
な
理
由
の
一
は
、
誰
類
本
草

　
　
用
化
を
念
願
と
す
る
時
珍
は
、
こ
の
附
方
の
蒐
集
に
力
を
入
れ
、
明
　
　
の
複
雑
な
書
式
を
簡
明
化
し
た
こ
と
に
在
る
と
謂
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
の
周
奎
の
普
濟
方
ト
嫉
等
に
よ
つ
て
、
八
千
舌
六
土
種
、
日
本
草
轡
附
圖
李
時
珍
の
醤
態
を
保
持
す
る
金
陵
本
本
草
噸

　
　
の
庭
方
を
集
め
・
誰
類
本
草
の
二
千
百
三
十
五
の
庭
方
と
合
し
・
　
一
　
　
綱
目
で
は
、
本
草
圓
を
ば
、
王
世
貞
序
等
と
共
に
「
巻
之
首
」
に
置
　
　
炉

　
　
萬
一
千
九
十
六
種
の
庭
方
を
載
録
し
た
。
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
き
、
上
下
二
雀
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
圖
の
多
く
は
政
和
本
草
に
擦
】

　
　
　
李
時
珍
は
こ
の
八
項
目
を
設
け
て
、
先
人
の
読
を
整
理
し
、
そ
れ
　
　
　
つ
て
豊
か
れ
た
も
の
で
、
實
物
に
嫁
つ
て
爲
生
し
た
も
の
は
非
常
に

　
　
に
關
す
る
．
自
説
を
附
記
し
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
藥
品
に
こ
の
八
　
　
少
い
。
た
と
い
實
物
を
爲
生
し
た
も
の
が
あ
つ
て
も
、
中
尾
萬
三
博

　
　
項
目
が
具
備
し
て
お
る
の
で
は
な
く
、
藥
品
に
よ
つ
て
、
そ
の
必
要
　
　
士
が
、
そ
の
「
本
草
書
目
の
考
察
」
に
「
本
草
綱
目
の
圖
版
は
南
方

　
　
の
な
い
項
目
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
何
は
と
も
か
く
、
此
の
八
項
目
　
　
人
で
あ
る
李
時
珍
の
撰
で
あ
る
か
ら
、
古
き
北
方
の
藥
を
知
る
に
は

　
　
で
記
事
が
整
理
さ
れ
た
結
果
、
甚
し
く
簡
便
化
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
　
　
不
便
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
如
く
に
、
地
域
的
に
限
定
さ

　
　
し
得
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
。
又
更
に
遺
憾
な
黙
は
、
　
｝
晶
に
づ
き
｝
圖
に
限
つ
て
い

　
　
　
更
に
又
、
誰
類
本
草
は
、
紳
農
本
経
の
文
を
白
字
に
、
名
馨
別
銀
　
　
る
こ
と
で
あ
る
。
謹
類
本
草
は
、
若
し
産
地
等
に
よ
つ
て
そ
の
形
態
，



　
　
の
異
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
残
ら
す
書
い
て
い
る
の
に
比
し
て
　
　
に
す
る
。

　
　
甚
だ
見
劣
が
す
る
。
案
す
る
に
時
珍
は
一
名
一
品
に
統
｝
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
本
草
綱
目
の
版
本

　
「
し
た
人
で
あ
る
か
ら
し
て
、
そ
の
圖
も
亦
。
一
晶
一
圖
に
限
つ
た
の
で

　
　
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
草
綱
目
は
そ
の
當
時
の
署
藥
學
な
る
金
元
署
學
に
も
と
づ
き
、

　
　
　
後
述
す
る
江
西
官
刊
本
草
綱
目
附
圖
に
は
、
「
斬
州
李
時
珍
編
輯
」
　
　
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
簡
明
に
、
奮
來
の
本
草
を
集
成
し
て
改
編
し

　
　
と
題
し
て
い
る
。
然
し
そ
の
本
草
圏
は
殆
ん
ど
全
く
政
和
本
草
に
　
　
た
爲
に
か
、
世
に
出
る
と
間
も
な
く
誰
類
本
草
に
代
つ
て
、
日
華
の

　
　
篠
り
、
且
又
甚
し
く
拙
劣
で
あ
つ
て
、
實
用
主
義
を
標
望
す
る
本
草
　
　
本
草
學
界
を
風
靡
し
た
。
か
く
の
如
く
に
、
本
草
綱
目
の
普
及
と
共

　
　
綱
目
に
ふ
諮
わ
し
く
な
い
も
の
で
あ
る
。
故
に
私
は
か
ね
て
か
ら
、
　
　
に
、
之
を
重
刊
す
る
も
の
が
中
國
の
み
な
ら
す
、
我
國
に
も
非
常
に

　
　
時
珍
の
作
で
あ
る
か
否
か
を
疑
つ
て
い
た
。
然
る
所
、
京
都
植
物
園
　
　
多
か
つ
た
。
且
つ
そ
の
聞
、
射
利
の
徒
の
欺
隔
行
爲
も
多
く
、
版
本
　
一

　
　
大
森
記
念
文
庫
所
藏
の
金
陵
本
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
此
，
の
　
　
は
非
常
に
混
齪
し
た
。
本
稿
は
そ
の
知
見
せ
る
版
本
に
つ
き
、
そ
の
　
4
7

　
　
金
陵
本
の
附
圖
で
は
、
笙
行
に
「
階
文
林
郎
養
縣
知
縣
男
蓬
原
委
を
明
か
に
し
素
統
を
正
し
・
本
草
研
究
家
の
参
考
に
資
せ
か
、
【

　
　
中
輯
」
第
二
行
に
「
府
學
生
男
李
建
元
圖
」
第
三
行
に
「
州
學
生
孫
　
　
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
李
樹
宗
校
」
と
題
す
る
だ
け
で
、
李
時
珍
の
名
は
見
え
な
い
（
巻
頭

　
　
圖
版
譲
）
・
之
に
よ
つ
て
・
時
珍
は
老
病
又
は
そ
の
他
の
雷
で
・
　
・
　
篁
節
申
國
刑
本

　
　
本
草
圖
に
は
關
係
し
な
く
、
子
の
建
中
が
圖
轟
し
、
建
元
が
妻
　
①
薩
二
＋
四
年
薙
金
陵
胡
承
龍
刊
本

　
　
た
之
と
が
推
定
さ
れ
、
永
年
の
疑
問
が
泳
輝
し
た
。
或
は
李
時
珍
の
　
㌧
　
此
の
書
は
本
草
綱
目
の
原
刊
本
で
あ
つ
て
、
俗
に
金
陵
本
と
繕
さ

　
　
死
後
に
補
刻
さ
れ
た
も
の
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
此
の
圖
は
か
く
し
て
　
　
れ
て
い
る
。
縦
二
〇
・
六
㎝
、
横
｝
五
㎝
、
四
周
は
軍
線
、
一
頁
十

　
　
拙
劣
で
あ
つ
た
が
爲
に
、
後
世
鐘
蔚
起
、
張
紹
業
等
に
ょ
つ
て
改
圖
　
　
二
行
、
大
字
は
｝
行
、
小
字
は
隻
行
、
共
に
一
行
二
十
三
字
、
版
心

脇
　
さ
れ
た
。
こ
の
事
に
關
し
て
は
、
夫
々
の
刊
本
の
條
で
述
べ
る
こ
ど
　
　
は
白
口
、
一
魚
尾
が
あ
り
、
刻
工
姓
氏
は
な
い
。
私
の
見
た
大
森
文



謝
庫
本
に
は
封
面
は
な
く
、
各
謄
は
本
草
響
駿
本
の
如
き
題
園
大
墾
庫
融
裁
鱗
伊
鷲
太
郎
博
士
、
狩
野
産
災
三

　
　
籏
が
貼
布
さ
れ
て
い
た
。
此
の
金
陵
本
の
刊
行
年
時
は
既
に
第
一
章
　
　
部
が
所
藏
さ
れ
る
外
、
伯
林
王
立
圖
書
館
に
も
一
、
部
が
あ
る
と
の
由

　
　
第
二
節
「
本
草
綱
目
の
著
作
」
に
於
て
詳
述
し
た
が
如
く
に
、
萬
暦
二
，
　
で
、
世
界
に
五
部
し
か
な
い
書
と
謂
わ
れ
る
。
し
か
し
私
は
別
に
衆

　
　
十
四
年
で
あ
つ
て
、
時
珍
の
死
亡
直
前
に
刊
刻
を
絡
つ
た
の
で
あ
る
。
　
芳
軒
奮
藏
小
野
蘭
山
手
校
の
巻
十
九
至
春
二
十
八
の
残
本
を
見
る
ご

　
　
　
此
の
金
陵
本
は
、
首
に
王
世
貞
序
、
次
に
輯
書
姓
氏
が
あ
る
（
雀
　
　
と
が
で
き
た
。
．
　
　
　
　
　
－
－

　
　
頭
圖
版
参
照
）
。
此
の
輯
書
姓
氏
は
以
後
の
重
刊
本
に
は
無
く
、
本
　
②
萬
暦
三
土
年
敦
江
西
巡
甕
良
心
等
江
西
巡
奪
刊
本

　
　
草
綱
目
の
編
纂
刊
行
北
關
係
し
た
李
時
珍
以
下
十
二
人
の
官
衙
姓
氏
　
　
　
此
の
書
は
俗
に
江
西
本
と
構
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
二
㎝
、
横
一
五

　
　
が
列
記
さ
れ
て
い
る
6
そ
の
最
後
の
行
に
「
金
陵
後
學
胡
承
龍
梓
行
」
　
　
㎝
、
四
周
軍
線
、
一
頁
九
行
、
大
字
は
一
行
、
小
字
は
讐
行
、
共
に

　
　
と
あ
る
。
こ
の
輯
書
姓
氏
の
次
に
、
本
草
綱
目
附
圖
が
あ
る
。
第
一
章
　
　
　
一
行
二
十
字
、
版
心
は
白
口
、
魚
尾
、
刻
工
姓
氏
が
あ
る
。
私
の
見
　
｛

　
　
第
三
節
「
日
本
草
綱
目
附
圖
」
に
詳
述
し
た
が
如
く
に
、
「
李
建
中
輯
」
　
　
た
限
り
で
は
、
封
面
も
題
答
愉
も
な
い
。
首
に
王
世
貞
序
、
、
次
に
夏
良
　
娼

　
　
「
李
建
圖
」
等
の
名
を
題
し
て
い
る
が
、
時
珍
の
名
を
題
し
て
い
な
い
。
　
・
心
及
び
張
鼎
思
の
萬
暦
癸
卯
重
刊
本
草
綱
目
序
、
次
に
進
本
草
綱
目
　
一

　
　
之
に
よ
つ
で
、
時
珍
は
直
接
附
圖
に
は
關
係
し
な
か
つ
た
と
推
定
さ
　
　
疏
を
お
き
、
之
を
巻
外
と
し
、
次
に
総
目
・
凡
例
・
附
圖
を
置
き
、

　
　
れ
る
。
攻
に
凡
例
、
総
目
を
置
き
、
以
上
を
一
括
し
て
「
巻
之
首
」
　
　
之
を
「
巻
之
首
」
と
し
て
、
上
下
二
巻
に
分
け
、
次
に
本
文
五
十
二
「

　
　
と
し
、
之
を
上
下
二
巻
に
分
け
て
い
る
。
以
下
は
今
本
と
同
じ
で
あ
　
　
巻
を
お
い
て
い
る
。
又
最
後
に
李
時
珍
の
瀕
湖
豚
學
・
肱
訣
致
誰
・

　
　
る
。
墾
埼
糠
融
難
罷
舞
碗
轟
渥
に
勉
嶺
炉
奇
経
八
駿
の
三
書
が
附
刻
さ
れ
て
い
る
。
此
は
張
鼎
思
の
重
刊
肱

　
　
罐
糧
鞍
願
鉾
嘉
璽
ど
蜷
簿
髄
鉢
装
　
　

聖
學
羅
八
禁
に
よ
る
と
、
江
西
本
本
草
轡
の
刊
刻
が
絡
つ
た
時

　
　
　
此
の
金
陵
本
は
、
古
雅
で
甚
だ
氣
品
の
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
印
　
　
に
、
時
珍
と
同
郷
の
臨
川
令
嚢
君
の
請
に
よ
つ
て
附
刊
し
た
も
の
で

　
　
本
が
少
な
か
つ
た
爲
か
今
日
で
は
傳
本
は
甚
だ
少
い
。
叫
般
に
知
ら
　
　
あ
る
。
此
以
後
の
本
草
綱
目
を
重
刊
す
る
も
の
は
、
こ
の
三
書
を
も

　
　
れ
て
い
る
傳
本
は
？
我
國
の
内
閣
文
庵
縫
樟
齢
藷
袈
京
都
植
物
　
附
刻
す
る
の
を
例
と
し
て
い
る
。



　
　
　
　
　
江
西
本
の
刊
刻
の
経
緯
は
・
夏
良
心
゜
張
鼎
思
の
序
を
綜
合
す
る
　
本
が
傳
來
し
て
い
な
い
が
爲
に
．
奎
く
江
西
本
と
混
同
さ
れ
て
い
だ
、

　
　
　
　
と
、
金
陵
本
は
萬
暦
三
＋
一
年
に
は
、
既
に
そ
の
刊
版
は
漫
濾
し
、
　
　
例
え
ば
和
刻
本
の
始
阻
で
あ
る
軍
氷
十
四
年
刊
本
な
る
所
謂
寛
永
本
　
　
　
、

　
　
　
　
印
本
も
少
く
な
つ
て
い
た
の
で
、
時
の
江
西
巡
撫
の
夏
良
心
が
重
刊
　
　
の
底
本
は
、
一
般
に
江
西
本
で
あ
る
と
謂
わ
れ
て
い
る
。
然
し
そ
の
　
　
　
’

　
　
　
　
を
提
唱
し
、
江
西
按
察
使
の
張
鼎
思
が
監
督
し
、
夏
良
心
等
が
醸
金
し
、
　
本
草
圖
を
各
巻
目
録
の
後
に
分
置
し
て
い
る
か
ら
し
て
、
そ
の
底
本

一
　
　
　
萬
暦
三
十
一
年
正
月
に
着
工
し
、
六
月
に
完
成
し
た
。
こ
の
刊
版
は
、
　
は
江
西
本
で
は
な
く
し
て
、
重
刊
江
西
本
で
あ
る
が
如
き
で
あ
る
。
　
　
　
幅

n
　
順
治
＋
四
年
監
撫
江
使
者
張
鍵
の
重
刊
本
草
轡
序
に
「
一
刊
　
此
の
系
統
の
書
羅
緯
を
智
た
く
思
つ
て
い
た
所
、
辱
大
森

一
　
於
肇
藩
司
。
…
兵
餐
経
。
藩
司
藏
板
。
成
蓋
」
と
あ
る
か
巌
を
訪
問
芒
所
、
そ
の
當
時
の
技
霧
井
敬
太
郎
氏
醐
灘
大
　
』

皿
　

A
　
ら
、
順
治
＋
四
年
の
こ
ろ
に
は
、
兵
焚
に
よ
つ
て
無
く
な
つ
て
い
た
　
　
．
よ
り
、
そ
の
藏
本
を
見
せ
ら
れ
た
。
此
の
本
は
明
か
に
こ
の
系
統
に
　
　
　
，

，
　
　
　
　
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
然
し
そ
の
間
に
大
量
に
印
刷
さ
れ
た
爲
に
か
、
　
　
　
　
　
．
，
奪
，
、
，
、
、
ー
。
、
ー
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　
　
薄
…
妻

　
　

@
　
B
本
は
比
較
的
に
多
い
・
　
　
　
　
　
　
　
轍
、
懸
難
灘
嚢
灘
難
灘
　
　
’ ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　@
　ﾉ
ー
の
二
　
ー
ち
そ
の
ー
心
に
刻
工
禁
・
黙
露
攣
麹

～
　
騰
郷
繭
選
縫
襲
鷺
販
綜
雛
勧
鞭
ー
灘
灘
縷
轟
羅
講
騰

’
　
の
目
録
の
後
に
分
置
鰻
轟
轟
駄
配
麟
馨
鍋
灘
’
鎌
難
灘
類
懲
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　

一
∂

@
　
　
　
⑧
　
萬
暦
□
年
石
渠
閣
擦
江
西
官
本
重
訂
刊
　
梅
塁
煙
蕪
閣
藏
版
　
　
　
　
・
懇
　
・
、
、
酬
　
　
講
　
　
　
　
　
’
、

し
た
書
で
、
此
の
二
つ
の
相
異
を
除
く
外
、
版
式
字
禮
共
に
酷
似
し
　
　
・
　
羅
叢
燃
鰻
購
難
灘
驚
鎌
鰍
鰻
灘
難
轟
、
灘
難
ー
、
蝋
鱒
辮
灘
難
懸
雛

…
…

　
　
　
一

　
　
4
9
一

断
　
一

封
　
　
　
　
一

本
閣
　
　
　
　
　
一

渠石

　
　
　
　
て
い
る
。
前
者
は
眞
正
の
江
西
巡
撫
署
刊
本
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
　
　
驕
す
る
書
で
あ
る
が
、
幸
に
も
罵
眞
の
如
き
封
面
が
存
し
て
い
た
。

　
　
舗
　
を
重
刊
し
た
本
で
あ
る
。
こ
の
重
刊
本
に
は
、
封
面
も
序
餓
も
あ
る
　
　
即
ち
第
一
行
に
は
「
石
渠
閣
重
訂
江
西
」
第
二
行
に
は
「
本
草
綱
目
　
　
　
．

㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
ー
　
　
　
4
　
　
」
　
　
　
　
　
　
重
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
「
士
゜
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
1



蹴
　
全
書
L
第
三
行
に
は
「
梅
量
煙
薙
閣
藏
板
」
な
る
文
字
を
存
し
て
い
　
　
に
よ
つ
て
職
を
去
り
、
そ
の
後
任
の
三
山
楊
公
が
刊
刻
を
絡
り
、
董

　
　
る
。
之
に
よ
つ
て
、
こ
の
系
統
の
書
は
、
石
渠
閣
に
て
江
西
本
を
重
　
　
其
昌
が
之
に
序
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
中
に
就
き
、
董
其
昌
は
時

　
　
訂
し
、
そ
の
刊
版
は
梅
壁
煙
薙
閣
に
藏
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
・
　
珍
が
天
子
に
進
呈
し
た
の
は
金
陵
本
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
す
に
、
稿

　
　
明
か
に
さ
、
れ
た
。
こ
の
石
渠
閣
、
梅
騒
煙
薙
閣
に
就
い
て
は
全
く
未
　
　
本
で
あ
る
と
誤
解
し
た
が
爲
に
「
其
副
本
。
　
「
鐸
於
江
右
」
と
言
つ

　
　
詳
で
あ
る
が
、
私
は
い
ろ
く
の
理
由
か
ら
し
て
、
次
に
述
べ
る
湖
　
　
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
然
し
こ
の
句
に
よ
つ
て
、
董
其
昌
の
序
は
、
、

　
　
北
布
政
使
司
刊
本
と
同
唄
書
で
は
な
い
か
と
疑
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
江
西
本
の
刊
刻
さ
れ
た
萬
暦
三
十
一
年
六
月
以
後
に
作
ら
れ
た
こ
と

　
　
　
④
　
萬
暦
三
十
口
年
湖
北
布
政
使
四
明
薄
公
三
山
楊
公
等
布
政
司
　
　
は
明
白
で
あ
る
。
又
董
其
昌
は
萬
暦
三
十
二
年
に
湖
廣
提
學
愈
事
と

　
　
　
　
署
刊
本
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
序
は
萬
暦
三
十
二
年
の
こ
ろ
に
作

　
　
@
潮
廣
通
志
に
．
毒
洲
莞
宰
。
爲
之
序
」
灘
嬬
嚢
澗
な
ら
れ
た
と
推
定
真
從
つ
て
湖
北
官
刻
奎
轡
も
あ
こ
ろ
～

　
　
る
文
が
あ
乏
よ
つ
て
、
董
其
・
日
も
亦
奎
轡
に
序
し
た
こ
と
を
絡
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
潮
膿
轡
難
墾
捲
鵠
誌
箏
罐
5
・

　
　
m
つ
た
。
然
し
こ
の
董
序
の
馨
奎
轡
覧
た
こ
と
は
な
い
。
瑞
魏
瀞
鯛
繋
畿
纈
騰
雑
華
貿
ガ
礁
写
　
　
幅

　
　
近
ご
ろ
明
文
翼
運
巻
二
十
八
に
そ
の
丈
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
・
　
董
其
昌
の
序
を
通
じ
て
見
る
と
、
湖
北
本
は
相
當
大
規
模
に
刊
刻

　
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
さ
れ
、
そ
の
印
本
も
多
か
つ
た
と
推
定
鳶
れ
る
。
然
る
に
今
日
湖
北

　
　
　
「
厭
子
丈
學
某
。
進
之
闘
下
。
天
子
爲
報
聞
。
書
藏
文
淵
閣
。
…
　
．
本
と
し
て
の
傳
本
は
一
部
も
存
在
し
て
い
な
い
。
7
か
か
る
鮎
か
ら
こ

　
　
　
…
其
副
本
一
鍵
於
江
右
。
楚
方
伯
四
明
蘇
公
日
。
此
楚
人
之
有
也
。
　
の
湖
北
本
は
或
は
上
記
の
石
渠
閣
本
と
同
一
書
で
は
な
い
か
と
疑
わ

　
　
　
不
當
楚
人
得
之
乎
。
途
校
雛
繕
爲
。
以
媛
金
創
劇
。
薄
公
内
難
去
。
　
れ
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
所
は
、
①
石
渠
閣
本
ば
傳
本
が
多
く
、
相

　
　
　
三
山
楊
公
纒
爲
左
轄
。
建
絡
其
事
。
書
成
。
屡
余
序
之
」
　
、
　
　
　
　
當
大
規
模
に
印
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
刊
行
経
緯
は
明

　
　
と
あ
る
。
湖
北
布
政
使
四
明
の
酵
公
が
、
江
西
の
本
草
綱
目
刊
行
に
　
　
か
で
な
い
。
之
に
封
し
、
湖
北
本
は
省
政
府
の
力
で
、
相
當
大
規
模
，

　
　
刺
戟
さ
れ
、
鍍
金
を
費
用
に
充
て
て
刊
刻
に
着
手
し
た
が
、
母
の
喪
　
　
に
印
行
さ
れ
た
と
思
え
る
が
、
そ
の
湖
北
本
と
し
て
の
傳
本
は
存
在



　
　
し
て
い
な
い
。
㈲
爾
者
共
に
江
西
本
を
底
本
と
し
た
。
㈲
石
渠
閣
本
　
　
螢
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
書
は
極
め
て
稀
有
に
属
し
、
珍
重
す

　
　
は
官
刻
本
の
風
格
を
有
し
、
且
つ
萬
暦
年
間
の
刊
版
で
あ
る
と
推
定
　
　
べ
き
で
あ
る
。

　
　
ざ
れ
る
こ
と
等
で
あ
る
・
し
か
し
こ
の
問
題
を
明
か
に
す
る
に
は
、
　
⑥
崇
禎
＋
三
年
㌫
古
嚢
蔚
起
重
訂
刊
本

　
　
石
渠
閣
、
梅
趨
蕪
閣
の
所
在
、
性
格
を
明
か
に
し
、
又
石
渠
閣
本
唱
こ
の
書
に
は
・
首
に
「
重
訂
本
草
轡
」
暫
醗
刻
重
必
究
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
に
董
其
昌
の
序
が
附
刻
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
　
　
判
「
武
林
鐘
衙
藏
板
」
判
な
る
文
字
を
有
す
る
一
頁
大
の
封
面
が
あ
る
。

　
　
ら
ぬ
。
暫
く
疑
し
き
を
閾
き
、
後
考
を
侯
つ
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
故
に
世
に
「
鐘
衙
本
」
と
も
俗
稔
さ
れ
て
い
る
。
又
崇
顧
十
三
年
鈍

　
　
　
⑤
　
萬
暦
崇
頑
間
久
壽
堂
用
金
陵
本
景
刊
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
蔚
起
の
重
刻
本
草
綱
目
小
引
が
附
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
そ

　
　
　
稻
生
若
水
の
新
校
正
本
草
綱
目
に
廣
瀬
東
啓
が
例
言
し
て
、
　
　
　
　
の
小
引
に
よ
る
と
、
江
西
本
を
底
本
と
し
、
或
は
引
用
文
の
原
典
の

　
　
　
「
綱
目
一
書
。
明
代
刊
本
。
脱
誤
固
多
。
本
衙
藏
及
官
板
。
亦
不
　
　
善
本
に
よ
り
、
或
は
自
己
の
意
に
よ
つ
て
、
相
當
の
校
改
を
行
つ
て
．
　
一

　
　
　
足
以
爲
正
。
久
壽
堂
本
最
精
。
刻
書
古
雅
可
観
」
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
奮
來
の
本
草
圖
を
塵
棄
し
、
別
に
薪
　
5
1

　
　
と
あ
る
。
申
に
就
き
、
本
衙
藏
は
次
に
述
べ
る
鏡
蔚
起
刊
本
で
あ
り
、
　
圖
を
作
つ
た
こ
と
で
あ
惹
。
鐘
蔚
起
は
そ
の
本
草
圖
作
威
経
過
を
述
　
｝

　
　
官
板
は
江
西
刊
本
の
こ
と
で
あ
る
が
、
久
壽
堂
本
は
如
何
な
る
書
か
　
　
べ
、
（
巻
頭
圖
版
滲
照
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
は
未
詳
で
あ
つ
た
。
私
は
幸
に
も
、
毬
九
至
十
六
の
八
雀
を
残
存
す
　
　
　
　
「
從
來
圃
檜
絢
飾
爲
工
。
未
暇
析
其
形
似
。
是
以
博
物
君
子
。
毎

　
　
る
仙
壽
院
奮
藏
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
書
は
全
く
金
陵
本
　
　
　
多
櫨
梨
橘
柚
之
疑
。
藪
集
詳
考
互
訂
。
擬
省
逼
眞
。
錐
遽
方
異
物
。

　
　
を
景
刊
し
た
も
の
で
、
東
啓
の
言
の
如
く
に
、
古
雅
観
る
べ
き
も
の
　
　
　
按
圖
可
索
。
奨
第
多
識
其
名
已
也
」

　
　
で
あ
る
。
た
だ
惜
む
ら
く
は
、
首
尾
が
残
闘
し
て
封
面
も
序
蹟
も
な
　
　
止
言
い
、
附
圖
を
爲
實
的
に
書
き
改
め
、
之
を
上
中
下
の
三
雀
と
し

　
　
い
が
、
恐
ら
く
萬
暦
崇
禎
間
の
刊
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
私
の
見
　
　
た
。
此
の
圖
は
爲
實
的
で
あ
つ
て
、
原
圖
よ
り
は
る
か
に
勝
る
が
爲

　
　
た
書
に
は
、
「
久
壽
堂
」
の
三
字
が
蒙
書
で
小
さ
く
横
書
さ
れ
、
そ
　
　
に
、
後
世
本
草
綱
目
を
重
刊
す
る
も
の
は
、
殆
ん
ど
こ
の
圖
を
用
い

脚
　
の
下
に
「
本
草
綱
目
」
の
四
字
が
、
↑
此
亦
蒙
書
で
縦
書
き
さ
れ
た
題
　
　
て
い
る
。



蹴
⑦
順
治
＋
二
年
奮
武
麓
讐
太
和
堂
刊
本
　
　
　
讐
本
で
之
を
校
訂
し
て
い
る
・
叉
み
妻
は
全
く
江
西
歪
同
゜

　
　
　
こ
の
歪
は
「
餐
重
訂
奎
習
転
．
昊
和
姦
板
」
な
る
‘
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
附
圖
に
は
「
壽
珍
編
輯
」
の
外
に
「
蒙
淳

　
　
封
面
が
そ
の
本
來
に
は
有
つ
た
が
、
今
の
傳
本
の
多
く
は
之
を
脱
落
　
　
参
閲
」
「
沈
長
庚
校
正
」
と
題
し
、
江
西
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
も
、

　
　
し
て
い
る
。
又
順
治
乙
未
の
呉
銃
昌
序
、
呉
本
泰
題
、
呉
太
沖
序
が
　
　
相
當
に
多
く
、
鐘
衙
本
に
よ
つ
て
校
改
し
た
形
　
が
あ
る
。
こ
の
本

　
　
附
刻
さ
れ
て
い
る
。
此
の
書
は
全
く
上
記
の
銭
衙
本
を
底
本
と
し
て
、
　
の
傳
本
は
、
今
日
で
は
饒
り
多
く
は
な
い
。
・

　
　
之
に
若
干
の
校
訂
を
加
え
た
だ
け
で
特
覧
る
べ
轟
は
な
い
が
、
　
⑨
康
熈
二
＋
三
年
鯨
重
刊
本

　
　
そ
の
印
本
が
多
か
つ
た
爲
に
か
、
中
國
で
は
最
も
こ
の
書
が
利
用
さ
　
　
　
此
の
書
は
、
内
閣
文
庫
圖
書
目
録
、
郡
酪
辰
の
四
庫
簡
明
目
録
標

　
　
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
、
莫
友
芝
の
部
亭
知
見
傳
本
書
目
に
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は

　
　
@
⑧
順
治
＋
四
年
象
＋
五
年
甕
使
者
三
嚢
朝
轟
江
西
官
ま
だ
見
て
い
な
い
。
、
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
刊
奎
西
巡
奪
刊
本
　
　
　
　
　
　
　
⑩
康
熈
五
＋
六
年
蕊
韓
鶴
本
轟
⊥
堂
重
訂
刊
本
　
　
砿

　
　
　
此
の
書
に
は
、
順
治
十
四
年
張
朝
燐
序
、
黎
元
寛
序
、
又
順
治
十
　
　
　
⑪
　
芥
子
園
重
訂
刊
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
°
　
一

　
　
五
年
李
明
容
序
、
熊
丈
學
序
、
李
元
鼎
序
が
附
刻
さ
れ
て
い
る
。
蓋
　
　
．
以
上
の
二
書
は
、
私
は
見
て
い
な
い
。
共
に
上
野
圖
書
館
本
草
關

　
　
し
そ
の
刊
刻
は
、
順
治
十
四
年
十
五
年
に
渉
つ
て
行
わ
れ
た
が
爲
で
　
　
係
圖
書
目
録
に
見
え
て
い
る
。

　
　
あ
ろ
う
。
此
の
書
の
刊
刻
の
経
緯
は
張
朝
隣
の
序
に
詳
か
で
あ
る
。
－
　
　
⑫
　
雍
正
十
三
年
一
一
｝
砒
重
刊
本

　
　
帥
ち
萬
暦
三
十
一
年
江
西
刊
版
は
兵
火
の
爲
に
次
儘
に
露
し
て
し
ま
　
　
　
此
の
本
は
、
四
庫
簡
明
目
録
標
注
、
部
亭
知
見
傳
本
書
目
に
著
録

　
　
つ
た
。
そ
の
時
江
西
は
水
災
を
蒙
り
、
病
氣
漫
延
の
兆
が
見
え
た
の
　
．
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
見
て
い
な
い
。

　
　
で
、
覇
燐
は
そ
の
備
を
な
す
爲
に
奎
綱
目
の
重
刊
を
志
し
、
原
　
⑬
薩
四
＋
九
年
鑑
蘇
郡
張
雲
中
書
萎
刊
本

　
　
本
即
ち
江
西
本
に
訂
正
を
加
え
て
之
を
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
　
　
　
此
の
書
に
は
、
上
方
に
「
乾
隆
甲
辰
年
冬
鵡
」
な
る
横
書
、
又
そ

　
　
底
本
は
明
ら
か
に
江
西
刊
版
で
あ
る
が
、
黎
元
寛
の
序
に
よ
る
と
、
　
　
　
の
下
に
、
「
李
時
珍
先
生
原
本
　
萬
方
鍼
線
並
翔
」
劃
「
本
草
綱
目
」



　
　
激
「
蘇
郡
後
學
讐
離
翻
灘
堂
・
都
な
る
交
字
を
存
す
る
責
　
こ
の
書
は
、
四
庫
簡
習
録
標
注
、
邸
亭
知
見
傳
本
書
に
著
録

　
　
大
の
封
面
が
あ
る
外
は
、
全
く
順
治
十
二
年
昊
威
昌
刊
本
と
同
じ
で
　
　
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
未
見
で
あ
る
。
恐
ら
く
威
豊
同
治
ご
ろ
の
俗

　
　
あ
る
。
全
く
呉
銃
昌
刊
本
を
重
刊
し
、
之
に
察
烈
先
の
本
草
萬
方
鍼
　
　
本
で
あ
ろ
う
。

　
　
線
を
附
刊
し
た
書
で
・
丈
撃
的
に
は
、
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
俗
　
⑯
光
緒
＋
一
年
銀
合
肥
張
紹
護
古
璽
訂
刊
本

　
　
書
で
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
此
の
書
に
は
、
そ
の
首
に
．
光
緒
乙
酉
夏
A
・
肥
張
氏
味
古
蟹
璽

　
　
　
又
こ
の
版
本
を
そ
の
奮
用
い
・
そ
の
附
圖
に
五
色
の
彩
色
ξ
刊
徳
蕪
極
署
楡
」
な
る
三
行
を
存
す
る
封
票
考
、
次
に
光
緒

　
　
も
嘉
し
て
・
籍
五
色
圖
注
本
と
樽
す
る
書
が
あ
る
・
そ
の
首
に
　
＋
二
年
張
墾
の
重
訂
本
草
綱
目
自
序
が
喜
、
攻
に
順
治
＋
四
年

　
　
は
・
上
記
の
書
董
の
封
面
叢
去
り
・
そ
の
代
り
に
・
笙
行
に
詞
覇
葉
の
誰
序
、
順
治
＋
二
年
刊
議
・
呆
の
諸
序
が
録
載
さ

　
　
「
籍
五
魯
注
」
第
二
行
に
「
奎
習
」
第
三
行
に
「
蘇
郡
後
れ
て
い
る
。
張
紹
業
は
こ
の
童
日
刊
行
の
難
を
そ
の
序
に
鵡
し
て
、
一

　
　
轟
蘇
騎
本
簸
版
」
更
に
こ
の
三
行
、
の
上
に
季
時
珍
先
生
　
．
病
坊
刻
瀕
湖
奎
之
因
髭
誤
。
叢
嚢
板
。
菱
集
解
之
5
3

　
　
原
本
L
な
る
横
書
の
一
行
を
存
す
る
封
票
あ
り
（
雀
頭
圖
版
参
照
）
－
舛
午
者
。
穰
古
書
。
簸
善
本
。
植
物
圖
奉
。
本
之
臭
君
申
「

　
　
又
各
冊
に
は
・
．
飯
籍
五
色
圖
註
奎
轡
」
な
る
木
版
の
嚢
　
甫
所
段
植
物
圖
考
。
藥
之
産
於
茅
蒋
者
。
亦
揮
彷
爲
。
馨
宗

　
　
ｪ
貼
付
さ
れ
て
傘
芒
文
會
釜
な
る
恐
ら
董
目
暴
・
書
董
　
原
本
・
而
擁
焉
。
経
始
於
癸
未
分
。
迄
乙
酉
五
月
。
閲
二
歳
。

　
　
刊
版
を
入
手
し
、
そ
の
附
圖
に
手
に
て
彩
色
を
施
し
、
封
面
題
籏
を
　
　
　
慶
工
数
萬
。
乃
克
藏
事
L

　
　
か
え
て
費
出
し
た
も
σ
で
あ
ろ
う
。
此
も
亦
俗
本
で
は
あ
る
が
、
そ
　
　
と
言
つ
セ
い
る
。
即
ち
坊
刻
本
草
綱
目
の
誤
謬
の
多
い
の
を
病
み
、

　
　
の
傳
本
は
非
常
に
少
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
文
集
解
等
は
、
時
珍
の
引
用
せ
る
原
典
切
古
書
善
本
に
よ
つ
て
校

　
　
　
⑭
道
光
六
年
素
禁
堂
刊
本
・
．
　
　
　
　
訂
し
、
木
草
圖
の
申
、
そ
の
植
物
圖
‘
9
奉
は
、
餐
募
蕩
名

　
　
　
此
の
書
は
上
記
の
書
業
堂
本
を
そ
の
ま
ま
重
刊
し
た
俗
書
で
あ
る
。
　
物
圓
考
に
依
り
、
又
容
易
に
探
取
し
得
る
藥
草
は
自
ら
爲
生
し
た
も

即
　
　
⑮
　
巾
箱
刊
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
の
に
よ
つ
た
。
光
緒
九
年
八
月
に
着
工
し
、
十
一
年
五
月
に
工
を
絡
・



5
0
@
つ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
張
紹
巣
は
そ
の
底
本
に
關
し
て
は
、
た
だ
　
　
論
明
を
省
略
す
る
。
以
上
二
十
二
種
は
、
私
の
知
見
せ
る
中
國
の
版

3　
　
「
原
本
」
と
言
う
の
み
で
何
本
で
あ
る
か
を
言
明
し
て
い
な
い
が
、
　
　
本
で
あ
る
が
、
此
の
外
に
も
坊
刻
本
は
数
多
く
あ
る
こ
ど
と
思
わ
れ

　
　
そ
の
首
に
張
燐
本
が
諸
序
、
臭
鱗
昌
本
の
諸
序
の
み
を
學
げ
、
他
本
　
　
る
。
後
日
に
補
入
し
た
い
。

　
　

ﾌ
肇
畢
げ
す
、
且
つ
そ
の
奎
圖
は
、
欝
架
の
系
統
で
あ
る
　
　
第
二
節
日
本
刊
本
、

　
　
か
ら
し
て
、
臭
饒
昌
本
を
主
と
し
、
張
朝
瑳
本
を
参
考
に
用
い
た
の
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
で
は
な
か
ろ
う
か
・
あ
書
は
相
箆
多
く
校
改
さ
れ
・
そ
れ
だ
け
本
草
響
が
藤
二
＋
翠
薙
金
陵
で
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
集

譲
み
よ
く
は
な
つ
た
が
、
李
時
珍
の
慈
は
そ
れ
だ
け
多
く
失
わ
れ
土
年
後
の
慶
長
＋
二
年
敦
に
、
薯
套
長
崎
で
入
手
し
、
駿

　
　
た
嫌
が
あ
る
。
こ
の
書
に
は
、
藝
烈
先
の
本
草
萬
方
鍼
線
と
趙
學
敏
　
　
府
の
徳
川
家
康
に
上
り
、
慶
長
十
九
年
に
江
戸
の
紅
葉
山
文
庫
に
入

　
　
ﾌ
奎
轡
拾
誤
附
刻
さ
れ
妄
・
　
　
，
、
　
れ
ら
れ
た
。
あ
藩
關
し
て
は
、
既
に
南
方
熊
楠
先
生
馨
」

　
　
@
⑰
光
緒
二
＋
年
敵
上
禽
書
幾
印
書
局
排
印
本
　
・
井
光
太
郎
博
士
轟
講
が
詳
論
さ
れ
て
お
る
。
あ
書
が
現
在
内
騒

　
　
@
⑱
民
國
元
主
君
印
整
本
　
　
・
　
嬰
磨
護
せ
ら
れ
る
薩
本
で
あ
つ
て
、
此
の
金
陵
本
の
欄
牝

　
　
　
⑲
　
上
海
錦
章
圖
書
局
石
印
増
廣
本
　
　
　
　
，
　
　
　
　
・
　
　
　
に
ば
、
曲
直
瀬
東
井
の
「
東
按
。
大
明
萬
暦
庚
密
。
迄
我
邦
慶
長
十

　
　
　
十
七
、
十
八
の
爾
書
は
未
見
。
上
野
圖
書
館
本
草
關
係
圖
書
目
録
　
　
九
年
。
二
十
四
易
艸
木
也
」
な
る
書
入
れ
が
あ
る
由
で
あ
る
。

　
　
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
金
陵
本
本
草
網
目
を
入
手
し
た
林
道
春
は
、
或
は
本
草
綱
目
序
注
、

　
　
　
㈲
民
國
五
年
蕉
上
舞
纂
書
局
石
印
霧
本
　
　
或
は
多
識
篇
を
作
つ
て
、
こ
の
書
を
顯
揚
し
た
。
之
ξ
ぎ
、
貝
原

　
　
　
⑳
　
民
國
二
十
四
年
一
ゴ
勲
上
海
商
務
印
書
館
排
印
本
f
萬
有
文
庫
　
　
釜
軒
等
の
諸
名
人
が
輩
出
し
、
本
草
綱
目
は
天
下
を
風
靡
し
、
途
に

　
　
之
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
本
草
綱
目
を
越
え
て
博
物
學
へ
と
襲
展
す
る
所
謂
日
本
本
草
學
へ

　
　
　
㈱
民
國
二
＋
五
年
鶏
蚕
書
局
排
果
幽
學
大
成
密
　
と
養
す
る
窒
つ
た
。
こ
の
本
草
轡
の
並
・
及
と
港
、
奎
綱

　
　
　
第
十
七
以
下
の
諸
本
は
、
坊
間
に
常
に
見
得
る
所
で
あ
る
か
ら
　
　
　
目
の
需
用
は
激
増
し
、
中
國
よ
り
の
輸
入
本
は
憤
も
高
く
、
部
歎
も



灘
，
少
い
爲
顧
、
風
内
で
之
を
大
量
騰
刊
刻
す
る
に
至
つ
た
“
叉
騎
寳
、
、
、
此
の
諜
に
ゆ
、
そ
の
最
後
に
、
、
寛
頒
＋
四
丑
秘
春
吉
日
蕉
屋
町
通
　
．
　
蕊

．
　
　
徳
川
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
本
草
綱
目
は
實
に
多
岐
多
羊
で
あ
つ
て
、
　
　
信
濃
町
一
野
田
彌
次
右
衛
門
開
板
一
な
る
三
行
の
刊
記
が
あ
る
。
世
に
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
一
見
し
た
だ
け
で
は
蓬
然
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
之
を
子
細
に
　
　
寛
永
本
と
構
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺
　
　
　
　
　
　
　
「

h
　
見
る
時
は
、
璽
刊
版
を
用
い
な
が
ら
、
そ
の
形
態
を
か
え
て
費
ら
　
此
の
書
の
各
冊
に
は
颪
一
本
草
綱
旦
な
姦
築
貼
付
さ
れ
て
　
．

’
　
　
　
ん
哉
の
射
利
の
手
段
に
出
す
る
も
の
が
多
く
、
之
を
版
本
學
的
に
整
　
　
い
る
か
ら
、
そ
の
底
本
は
萬
暦
三
十
一
年
江
西
刊
本
で
あ
る
と
さ
れ
　
　
　
　
塊

　
　
　
理
す
る
時
は
、
8
寛
永
刊
版
の
系
統
、
口
萬
治
刊
版
の
系
統
、
日
寛
　
　
　
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
草
圖
は
、
各
巻
目
録
の
後
に
分
刻
さ
れ

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

．
　
　
　
丈
刊
版
の
系
統
に
蹄
属
せ
し
む
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
項
を
分
け
　
　
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
上
記
の
石
渠
閣
重
訂
江
西
刊
本
と
合
致
す

憎
　
　
　
て
述
べ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
ら
し
て
、
そ
の
底
本
は
江
西
本
で
は
な
く
し
て
、
石
渠
閣
本
で
　
　
　
　
｝

．
　
8
集
刊
版
の
系
統
　
　
　
　
9
　
　
　
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
「
、

＾
　
ω
築
＋
四
塞
舘
京
都
野
田
彌
次
右
衛
門
刊
本
　
　
　
蚤
井
光
太
郎
博
士
は
・
そ
の
奎
學
論
致
第
嘉
に
「
品
物
の
茄
一

…
　
灘
，
灘
懸
織
難
難
難 蒙

　
和
名
は
多
く
林
道
春
の
多
識
篇
に
合
致
す
る
か
ら
・
裏
本
に
訓
黙
画
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
を
施
し
た
も
の
は
、
林
道
春
で
あ
る
」
と
言
つ
て
お
ら
れ
る
。
道
春

　
己
　
の
多
識
篇
の
刊
行
は
、
慶
安
二
年
監
で
、
築
本
よ
り
も
＋
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

　
刊
　
　
後
の
こ
必
で
あ
る
か
ら
、
白
井
博
士
読
は
一
鷹
は
首
肯
さ
れ
る
が
、
　
　
　
　
．

　
本
　
　
多
識
篇
の
脆
稿
は
、
そ
の
序
に
明
か
で
あ
る
が
如
く
に
、
寛
永
八
年

　
永
　
　
で
、
寛
永
本
よ
り
も
六
年
前
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
の
間
相
當
に
傳
抄

　
寛
　
　
　
さ
れ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
。
故
に
和
名
が
多
く
多
識
篇
に
合
致
す

砺
　
欝
蟹
・
鑛
難
鎌
毒
・
鑛
藁
蕪
懇
難
、
、
馨
灘
難
蒙
讐
嚢
　
　
き
と
を
理
由
に
、
そ
の
訓
響
を
林
道
春
で
あ
薯
攣
る
の
な
　
富

兀
　
ﾓ
　
羅
襲
、
　
　
、
灘
灘
・
　
．
　
、
．
、
、
ー
　
ー
　
　
灘
・
謹
馨
獄
　
　
　
む
し
ろ
危
陰
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
そ
の
訓
黙
に
は
、
大
儒
羅
　
　
　
　
一

h亘
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
｝
’
　
　
　
ト
、
～
－
　
’
～
」
　
　
」
　
ア
　
　
　
　
～
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



　
↑
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
　
－
　
　
　
　
’
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
，
‘
f
司
　
　
　
ρ
“
｝
豊
｝
、
卜
「
1
6
κ
　
　
漏
P
仁
樗
卜
慌
「
　
　
　
　
ー
　
　
【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
，
　
　
ー
、
「
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
　
　
　
　
　
　
」
仁
」
F
　
℃
　
　
　
ー
ー
　
レ
　
’
1
　
「
　
　
　
　
　
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
　
説
　
山
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ざ
る
誤
護
も
屡
見
す
る
か
ら
し
て
、
少
く
と
も
　
　
　
與
個
尤
可
見
者
。
因
醗
梓
而
易
此
本
之
序
與
圖
。
量
非
潤
色
之
輔
　
　
　
　
一

‘
　
　
　
道
春
が
訓
黙
を
施
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
だ
け
は
断
言
し
得
る
の
で
　
　
　
二
乎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
言
う
の
で
あ
る
。
中
に
つ
き
「
有
異
本
之
序
與
圖
」
と
は
、
崇
禎
　
　
　
　
’

．
　
　
　
　
こ
の
書
は
刊
刻
も
よ
く
、
訓
瓢
も
施
さ
れ
、
徳
川
初
期
の
本
草
學
　
　
十
三
年
饅
蔚
起
本
を
指
す
の
で
あ
る
。
寛
永
本
の
本
草
圖
は
江
西
本

呂
　
　
　
研
究
に
役
立
つ
書
で
あ
る
が
、
そ
の
傳
本
は
多
く
は
な
い
。
　
　
　
　
　
系
の
石
渠
閣
本
を
醗
刻
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
圖
は
非
薦
實
的

、
　
②
藤
二
年
婁
京
都
野
田
彌
次
右
衛
門
薯
補
刊
本
　
　
で
拙
劣
で
あ
る
か
ら
し
て
、
銭
衙
本
の
そ
れ
に
よ
つ
て
改
版
し
、
鏡
　
’

、
　
　
　
　
こ
の
書
に
は
、
そ
の
最
後
に
承
慮
二
年
九
月
野
田
彌
次
石
衛
門
の
　
　
蔚
起
の
重
刻
本
草
綱
目
小
引
を
も
附
刻
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
蹟
に

　
　
　
　
蹟
が
あ
る
。
印
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
言
つ
て
い
な
い
が
、
此
と
同
時
に
、
鋳
衙
本
の
封
面
も
醗
刻
さ
れ
、

、
　
．
認
誤
釜
。
訓
饗
護
。
則
児
曹
之
饗
書
者
。
不
能
無
そ
の
首
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
一
’

　
　
　
　
　
惑
突
。
於
是
本
草
綱
目
之
書
。
重
居
校
正
之
業
。
叉
有
異
本
之
序
　
　
　
之
を
要
す
る
に
、
此
の
書
は
、
そ
の
本
丈
を
鐘
衙
本
で
若
干
の
校
　
5
6

、
　
　
　
　
纏
ー
’
糞
　
・
　
　
　
　
　
　
　
・
’
…
、
，
　
“
翼
憲
，
ー
塗
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
　
　
一

“
　
難
灘
鎌
灘
雛
懸
縷
灘
灘
蝦
、
蕊
灘
鶴
難
顎
薩
巨
縫
鱒
轟

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

璽
　
　
　
一

…
・
　
　
　
・
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
餓
等
譲
灘
製
　
　
ー
　
　
　
序
蹟
も
奥
書
も
な
く
、
そ
の
維
緯
を
知
る
べ
き
も
の
も
な
い
書
に
、
　
　
．



。
　
み
の
碧
あ
る
・
芒
當
襲
右
衙
門
よ
り
・
そ
の
版
木
を
餐
の
封
面
を
肇
し
て
、
稻
蒙
先
綾
塑
奎
綱
旦
附
霧
　
．

　
　
　
　
し
た
も
の
が
・
そ
の
難
を
葦
か
え
・
恰
も
新
梨
の
如
－
に
粧
蕪
居
書
林
黙
簸
板
一
な
る
三
行
の
あ
る
封
面
に
曼
、
そ
　
“

”
　
つ
た
射
利
手
段
に
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
・
　
　
　
　
の
他
廣
瀬
元
白
、
伊
嚢
胤
、
松
岡
恕
庵
の
豪
附
加
さ
れ
、
又
稻
．
認

．
　
④
印
年
未
詳
本
　
　
　
　
　
　
　
生
葉
の
本
草
畏
及
籍
慧
別
築
附
刊
さ
れ
て
い
る
。
条
　
．

く
　
又
印
年
そ
の
他
全
く
未
詳
な
る
も
の
に
、
錘
奎
綱
旦
な
る
草
轡
附
刻
の
奇
経
八
豚
致
の
後
に
は
、

馨
騨
舞
髭
雛
譲
じ
淋
舗
器
縫
躰
鎮
嚢
馨
　
　
　
　

、
　
前
書
は
四
鍵
線
で
あ
る
が
・
此
書
は
そ
の
讐
線
の
内
側
の
所
謂
子
　
籍
葉
先
生
正
字
訂
甦
本
。
袈
部
之
荏
草
。
果
部
之
波
梨
、
．

一
　
　
　
持
線
を
削
去
し
、
外
側
の
太
い
母
線
の
み
を
存
し
て
い
る
。
叉
そ
の
　
　
　
’
霧

　
　
　
　
訓
黙
は
所
々
刷
改
さ
れ
て
い
る
。
蓋
し
前
書
の
版
木
を
韓
買
し
た
も

一
　
　
　
　
の
が
、
若
干
の
校
正
を
加
え
、
艘
裁
を
か
え
て
責
出
し
た
も
の
で
あ
　
　
　
㌧
、

・
、@
　
　
ろ
う
。

　
　
　
　
　
⑤
正
徳
二
年
三
至
四
年
江
戸
唐
本
屋
清
兵
舞
籍
生
若
水

　
　
　
　
　
　
校
本
刎
改
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

「
　
　
此
の
書
は
、
そ
の
校
薯
な
る
稻
生
蒙
の
名
を
取
つ
て
若
水
本
聯
、
，
し

〔
　
　
　
と
も
構
さ
れ
、
叉
そ
の
刊
行
年
の
名
を
取
つ
て
、
正
徳
本
と
も
構
さ

　
　
　
　
　
　
ベ
　
　
　
　
ミ
　
ほ
ば
　
そ
ド
ま
き
　
ぎ
　
　
　
　
　
ガ

の
　
ま
　
か
　
　
　
　
ぬ
サ
　
げ
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
ノ
　
ノ
　
　
リ

灘
灘
鰍
灘
…
懸
糠
綴
驚
鍛
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
，
　
　
箋
、
’

　
難
購
欝
灘
鎌
灘
　
　
　
　
　
華
灘
譲
　
、
w
鍵

　
灘
蕪
灘
灘
灘
繍
欝
　
　
’
・
　
　
　
撚
撤
’
．
灘
　
．
灘
、

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
ヤ
　
お
へ
ま
　
　
デ
　
　
　
　
ヰ

、
灘
灘
灘
灘
一
灘
…
雛
灘
繋
鐡
灘
欝
…
磁

麟
灘
灘
…
揉
騰
　
鱗
難
雛
灘
撒

・
　
　
　
「
　
↑

、
　
　
　
5
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【

熱
　
践
　
　
　
　
一

埠
本
　
　
　
　
↑

、
徳
備
正

　
　
　
　
　
　
．
｝

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
鰯
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
、
・
”
　
　
　
、
　
　
、
　
　
’
蛋
　
　
　
　
’
苫
溝

”
撚
燃
、
鰍
　
　
舞
　
、
護
輔
“
試
　
”
燃
、
灘
　
　
難
　
’
、
灘
照
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
の
へ
　
　
か
　
　
　
キ
　
ま
ド
も
ぢ
　
ノ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
も
　
　
　
ノ
　
キ
キ
　
ノ
ミ
が
に
ヂ
　
　
く

　
　
れ
、
又
各
冊
竺
本
草
習
新
豊
な
る
題
禦
貼
付
さ
れ
て
い
る
難
鐵
難
，
－
．
　
、
　
　
　
、
　
　
㌔

　
　

@
　
ｩ
ら
・
霧
正
本
と
轟
さ
れ
て
い
る
・
　
　
　
　
離
。
葉
艦
漏
。
今
爲
奨
。
至
於
暑
葉
之
類
。
名
馨

　
蹴
又
此
の
書
は
・
承
集
以
下
の
諸
書
に
添
付
さ
れ
て
い
た
鰭
本
　
襲
舛
。
其
馨
非
淺
。
爲
毒
正
。
皆
出
於
先
朱
日
所
考
櫨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
、
　
臥
　
　
　
　
　
♪
　
き
　
　
「
　
　
’
　
　
　
　
　
卜
　
鷲
　
　
夢
　
幽
　
篭
　
ボ
　
　
愈
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
（
♂
該
　
　
　
’
1
　
　
町
　
　
卜
血
、
略
　
　
7
洛
　
　
ぐ
f
、
　
灘
　
　
F
　
轟
　
　
7
　
t
　
　
困
　
　
　
　
上
　
可
診
　
　
ノ
　
F
　
　
で
「
　
　
　
、
ー
　
｝
　
　
ド



5
4
@
　
確
認
。
與
坊
間
所
行
之
本
。
大
有
蓮
庭
コ
誠
成
轡
學
津
筏
。
桑
資
　
　
は
後
日
の
研
究
に
侯
つ
こ
と
に
す
る
。
叉
廣
瀬
元
白
の
序
に
「
是
刻

、
O
D
　
　
　
協
雅
大
観
云
・
　
　
　
暫
　
　
・
　
　
創
始
於
壬
辰
。
轟
歴
三
載
乃
成
」
と
あ
る
か
ら
、
恰
も
叢
蓬

　
　
　
奎
圖
翼
羅
．
　
・
　
　
　
c
　
し
た
が
如
く
憲
わ
れ
る
が
、
之
皇
記
2
塾
本
蒲
旦
に

　
　
　
結
髪
居
別
集
四
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
較
べ
る
と
、
全
く
そ
の
版
木
に
就
い
て
創
改
し
た
も
の
で
、
決
し
て

　
　
　
　
右
六
十
一
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
版
を
起
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
書
物
所
　
江
戸
　
唐
本
屋
清
兵
衛
　
　
　
　
此
の
書
は
、
若
水
の
愼
重
な
る
校
訂
に
よ
つ
て
、
奮
來
の
誤
謬
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
萬
屋
作
右
衛
門
　
　
　
和
名
、
和
訓
及
び
本
丈
共
に
、
大
い
に
訂
補
さ
れ
た
。
例
え
ば
題
蹟

　
　
@
正
蟹
牛
端
肯
　
　
京
都
漿
屋
八
郎
兵
衛
　
量
一
葛
て
い
る
が
如
丸
巻
西
華
・
彗
一
±
難
梨
は
・

　
　
な
る
鞍
が
附
刊
さ
れ
て
い
る
。
な
誓
の
叢
の
妻
だ
け
は
、
　
金
陵
本
以
下
の
諸
本
に
は
、
た
だ
目
録
だ
け
あ
つ
て
本
丈
が
闘
け
て
～

　
　
封
面
の
裏
に
も
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
の
を
、
若
水
は
誰
類
本
草
の
文
に
よ
り
、
之
を
本
草
綱
目
の
書
　
5
8

　
　
　
あ
書
印
行
羅
緯
は
謡
序
蹟
に
よ
る
と
・
稻
生
葉
が
奎
式
に
よ
つ
て
書
て
補
入
し
て
い
る
が
袈
で
あ
る
。
然
し
本
草
綱
「

　
　
綱
目
に
つ
き
、
和
名
訓
讃
の
誤
謬
を
訂
し
、
託
字
を
校
し
た
稿
本
を
　
　
目
に
は
、
目
録
だ
け
で
本
文
の
闘
け
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
外
に
、

　
　
書
庫
唐
本
屋
清
兵
衛
等
が
請
い
う
け
、
之
に
よ
つ
て
版
本
を
創
改
し
　
　
巻
二
十
｝
の
七
仙
草
、
巻
三
十
一
の
露
沐
下
轄
が
あ
る
。
若
水
は
鍵

　
　
て
附
印
し
た
の
で
あ
る
。
東
條
耕
は
そ
の
「
諸
藩
藏
版
書
目
筆
記
」
　
　
鉢
下
鮭
の
本
文
に
は
、
た
だ
「
原
嵌
」
と
注
し
て
本
文
を
補
入
せ
す
、

　
　
に
、
こ
の
書
は
、
賀
藩
明
倫
館
に
於
て
、
若
水
稿
本
を
用
い
て
版
木
　
　
又
七
仙
草
は
全
く
見
落
し
て
い
る
。
叉
本
草
綱
目
に
、
本
文
は
あ
る

　
　
を
創
改
し
、
後
に
そ
の
版
木
を
書
難
に
…
佛
下
げ
た
と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
が
目
録
の
な
い
も
の
に
、
巻
十
砥
石
、
巻
十
三
百
爾
金
、
巻
十
九
苦

　
　
然
し
こ
の
事
は
、
伊
藤
東
涯
序
の
「
頃
因
書
庫
之
請
、
就
瀕
湖
綱
目
奮
　
　
草
、
巻
三
十
六
陵
木
が
あ
る
。
こ
の
中
、
若
水
は
た
だ
糧
木
に
於
い

　
　
刻
。
校
託
字
。
正
物
構
」
及
び
松
岡
恕
庵
序
の
「
頃
書
羅
某
請
稻
若
水
　
　
て
は
之
に
氣
づ
き
、
そ
の
目
録
に
授
木
を
補
入
し
て
い
る
が
、
他
の

　
　
先
生
。
曾
所
黙
蜜
塗
沫
之
本
。
重
梓
之
」
と
は
合
致
し
な
い
。
詳
し
く
　
　
三
種
は
全
く
之
を
見
落
し
て
い
る
。
か
か
る
微
細
な
る
訣
黙
は
あ
る



　
　
　
ゼ
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
た
ク
へ

．
、
　
　
　
が
馴
石
の
椀
訂
は
相
當
愼
重
で
、
そ
の
爲
に
後
世
で
は
專
ら
　
α
．
書
　
　
、
、
啓
輝
本
草
者
σ
．
　
、
於
ハ
維
　
　
　
術
　
　
　
」
慮
頼
・
　
　
　
　
　
　
鎌

　
　
　
　
が
行
わ
れ
、
此
以
後
に
は
別
な
校
訂
本
は
出
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
之
。
而
學
馨
者
。
夫
如
捕
風
捉
影
。
堂
一
日
可
以
駅
之
乎
。
或
生

・
　
　
　
　
叉
寛
永
本
以
下
の
諸
書
は
、
い
す
れ
も
附
圖
を
各
巻
首
に
分
置
し
　
　
　
將
付
剤
劉
氏
。
請
加
倭
訓
、
飴
不
端
機
線
之
才
。
徒
慮
之
而
巳
。
　
　
　
｛

盟
　
　
　
て
い
る
が
、
此
の
書
は
附
圓
を
一
括
し
て
全
書
の
後
に
置
き
、
乾
冊
　
　
　
古
者
所
謂
校
書
。
如
一
面
掃
。
　
一
面
生
。
恐
未
克
不
履
芋
羊
之
覆
　
　
　
蔀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
坤
冊
の
二
冊
と
し
て
い
る
。
鯉
酪
鷺
の
の
甥
此
は
蓋
し
そ
の
次
に
　
轍
也
。

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
附
刻
さ
れ
て
い
る
本
草
圖
翼
に
封
慮
さ
せ
る
が
た
め
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
萬
治
已
亥
之
歳
春
三
月
穀
旦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
口
　
萬
治
刊
版
の
系
統
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
観
齊
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

∵
　
①
萬
治
二
年
焦
書
庫
纂
（
？
）
舞
村
観
齋
訓
楽
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
・
梓
工
茂
齋
　
　
・

　
　
　
　
　
こ
の
書
に
は
、
首
に
籍
本
の
封
票
附
刻
さ
れ
、
条
に
は
野
　
と
・
　
．
う
の
で
あ
る
。
中
に
つ
き
竪
中
の
「
或
生
」
と
は
、
恐
ら
く
二

　
　
　
　
村
観
齋
の
蹟
文
が
あ
る
。
印
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
梓
工
茂
齋
」
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
こ
の
蹟
に
よ
る
と
、
野
村
観
　
駒
　
一

∵
　
鱗
、
，
。
．
羅
灘
鐡
灘
繧
灘
購
鍵
灘
・
・
　
蒙
書
塞
齋
の
請
に
よ
つ
て
、
訓
黙
を
附
し
、
之
を
萬
治
二
年
に
烹

一
　
　
峯
，
遡
灘
難
繊
，
鞭
鐵
…
、
・
、
翌
｝
，
、
伽
．
贈
　
刊
刻
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
底
本
綾
禦
で
あ
る
。
此
の
書
は
た

’
　
　
　
　
　
鞍
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬

、
　
　
　
．
、
・
難
、
。
．
，
　
　
　
　
　
は
何
等
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
傳
本
は
甚
だ
稀
有
に

鰯
ー
ー
嚢
蒙
嚢
嚢
灘
　
　
　
　
　
　
屡
し
て
い
る
。
又
此
の
書
の
各
冊
に
は
蚕
本
編
旦
な
桑

導
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊆
　
　
　
　
　
↓
　
　
　
’
　
・
　
　
　
　
　
　
江
　
　
　
「
　
へ
　
　
　
｝
・
　
・
　
　
一
ト
　
　
　
　
　
譜
　
「
　
　
；
　
　
二
　
　
裳
」
　
－
　
・
’
　
二
諏
　
、
一
’
」
　
　
？
　
・
・
一
鞠
ア
　
㍊
　
　
・
二
　
r
　
」
し
㌧
　
　
r
し
F
一
ド
　
　
’
　
＾
　
　
　
　
・
一
　
専
’
ず
　
　
　
馬
　
・
鷺
　
　
　
「
　
　
　
　
ρ
　
　
”
　
　
　
　
－
　
　
声
　
ひ
　
　 ゆ



謝
　
字
の
題
籏
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
野
村
観
齋
に
就
い
て
は
、
い
ま
だ
　
　
の
書
は
恐
ら
く
見
林
本
の
版
木
を
用
い
、
更
に
校
改
を
加
え
た
も
の

　
　
詳
か
．
に
し
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
書
に
は
、
美
濃
紙
版
の
も
の
と
、
牛
紙
版
の

　
　
　
②
宴
九
年
熱
松
下
見
林
校
改
本
　
　
　
　
も
の
と
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
、

　
　
　
若
水
本
の
廣
瀬
元
白
序
に
「
往
歳
松
下
見
林
氏
校
本
。
刻
成
刷
印
。
　
　
日
　
寛
文
刊
版
の
系
統

　
　
枇
覆
不
爲
鮮
」
と
あ
り
、
叉
松
岡
馨
序
に
も
茜
犠
下
翁
。
　
①
宴
＋
二
年
叢
梨
　
沼

　
　
曾
校
訂
之
。
爾
來
模
印
久
。
復
就
漫
濯
焉
L
と
あ
る
に
よ
つ
て
、
名
　
　
此
の
書
ば
首
に
銭
衙
本
の
封
面
が
あ
り
、
叉
末
に
「
寛
丈
壬
子
臓

　
　
署
松
下
見
林
に
も
本
草
綱
目
の
校
訂
本
が
あ
り
、
正
徳
の
こ
ろ
そ
の
　
　
月
」
な
る
刊
記
が
あ
る
。

　
　
版
木
は
相
當
に
い
た
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
白
井
光
太
郎
博
　
　
　
此
の
書
は
、
鐘
衙
本
に
訓
黙
和
名
を
附
し
て
重
刻
し
た
も
の
で
、
、

　
　
士
は
、
そ
の
本
草
學
論
致
第
一
冊
「
本
草
綱
目
の
醗
刻
本
に
就
き
て
」
　
　
そ
の
末
に
貝
原
釜
軒
の
「
本
草
綱
目
品
目
」
「
本
草
名
物
附
録
」
が
　
一

　
　
に
「
寛
丈
九
年
に
至
り
、
松
下
見
林
が
訓
窯
を
施
せ
る
崇
禎
庚
辰
鍍
　
　
附
刻
さ
れ
、
又
各
巻
末
に
は
、
「
和
漢
名
封
諜
表
」
が
附
刊
さ
れ
て
い
　
6
0

　
　
衙
本
本
草
綱
目
の
翻
刻
出
す
・
題
籏
に
象
字
を
用
う
る
を
以
て
通
例
　
　
る
・
此
の
書
は
、
貝
原
径
軒
が
校
改
加
訓
じ
た
と
謂
わ
れ
、
爲
に
貝
　
｛

　
　
之
を
家
字
本
本
草
綱
目
と
構
す
L
と
言
つ
て
お
ら
れ
る
。
案
す
る
に
、
　
原
本
又
は
釜
軒
本
と
俗
構
さ
れ
て
い
る
。
・
し
か
し
釜
軒
が
之
を
校
正
，

　
　
題
釜
に
蒙
字
を
用
う
の
は
、
た
だ
萬
治
刊
版
の
系
統
の
書
の
み
で
あ
　
、
加
訓
し
た
と
言
う
確
た
る
誰
嫁
は
な
く
、
私
は
誤
訓
が
多
い
か
ら
し

　
　
る
か
ら
、
此
の
見
林
本
も
亦
萬
治
本
の
版
木
を
利
用
し
、
之
に
校
改
　
　
て
、
果
し
て
釜
軒
の
手
を
経
た
も
の
で
は
な
い
と
疑
つ
て
塾
る
。
或

　
　
を
加
え
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
射
利
の
徒
が
、
釜
軒
の
名
を
利
用
す
べ
く
、
本
草
綱
目
品
目
等
の

　
　
　
③
　
印
年
未
詳
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜
軒
の
書
を
附
刊
し
、
全
書
が
釜
軒
の
手
に
な
る
が
如
く
に
擬
装
し

　
　
　
印
行
に
關
す
る
序
蹟
等
は
全
く
な
く
、
そ
の
題
簸
は
全
く
萬
治
本
　
一
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
，

　
　
と
同
じ
く
蒙
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
之
を
萬
治
本
に
較
べ
る
と
、
　
　
　
こ
の
書
に
は
、
全
く
同
一
の
版
木
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
印
刷
し
な

　
　
校
改
の
所
は
多
く
、
且
つ
甚
し
く
磨
滅
し
て
い
る
所
よ
り
し
て
、
こ
　
　
が
ら
、
そ
の
題
答
　
装
訂
を
異
に
す
る
も
の
が
多
い
。
今
、
版
木
の
磨



滅
程
度
か
ら
、
そ
の
印
捌
の
前
後
を
推
定
し
、
各
題
籏
の
書
の
印
刷
　
　
博
士
そ
の
他
の
專
門
家
に
よ
つ
て
、
和
名
・
學
術
名
等
必
要
な
注
が

の
先
後
を
墨
げ
る
と
、
本
草
轡
鱗
蝦
噸
．
臓
鵬
鑑
凝
蘇
　
附
せ
ら
れ
、
且
索
引
も
あ
つ
て
利
用
に
は
便
利
で
あ
る
が
、
そ
の
國

蒲
課
疑
⊥
塑
査
轡
工
璽
本
草
綱
目
丁
團
本
孕
課
に
し
ば
ー
軽
が
あ
る
の
は
惜
レ
竣
第
で
あ
る
。

草
綱
目
校
正
工
墾
奎
響
校
三
の
順
と
な
る
。
之
を
要
　
本
草
習
に
は
上
記
の
湘
き
警
き
版
本
が
あ
る
。
金
陵
版
の
入

す
る
に
・
版
本
が
聾
買
さ
れ
る
毎
に
恰
も
新
刊
本
で
あ
る
か
の
如
く
＼
手
し
得
琶
會
、
本
草
綱
目
を
馨
に
は
、
江
栗
を
主
と
し
、

に
粧
う
爲
に
・
そ
の
題
蘂
訂
が
饗
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
・
そ
の
之
長
紹
業
本
、
若
水
本
を
奮
　
す
る
の
が
最
も
良
い
恵
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
に
屡
述
せ
る
が
如
く
に
、
李
蒔
珍
は
多
く
古
書
を
改
訂
し
て
自
読

實
は
完
全
に
同
一
版
本
で
あ
る
。
　
　
　
　
’

〔
附
記
〕
近
肇
氏
の
支
那
學
菱
鍵
に
よ
る
乏
・
牛
蓑
の
町
に
附
會
し
て
い
る
。
極
端
彗
、
え
ば
、
事
．
を
か
り
て
皇
の
本
草

　
　
人
駒
井
罐
・
露
野
間
三
吹
江
村
宗
謬
委
の
訓
漿
が
あ
肇
述
べ
た
の
が
こ
の
本
草
轡
で
あ
る
。
此
も
亦
明
末
の
學
風
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

　
　
髣
R
で
あ
る
・
豆
し
た
い
と
思
う
・
然
し
こ
皇
日
も
上
記
の
三
系
斑
を
示
す
も
の
で
題
。
從
つ
て
考
輩
的
な
立
場
に
於
い
て
本
崎

　
　
統
の
中
の
何
れ
か
に
鷹
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
・
　
　
　
・
草
綱
目
を
利
用
す
る
と
き
は
、
必
塞
時
珍
の
引
用
せ
る
原
典
に
あ

　
　
@
四
明
治
以
後
の
版
本
　
　
　
　
　
　
‘
た
る
べ
婁
、
本
草
響
は
た
だ
索
引
の
嬰
な
す
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
@
徳
川
時
代
に
盛
行
し
た
奎
習
は
・
明
治
に
入
つ
て
は
・
西
洋
査
轡
の
眞
面
目
は
、
本
草
の
通
俗
的
奮
用
化
に
在
る
の
で
あ

　
　¥
の
隆
盛
と
共
に
行
わ
れ
な
く
な
り
・
僅
か
に
次
の
二
禦
あ
る
ち
て
、
深
馨
壼
釜
藷
考
輩
に
在
る
の
で
は
な
い
。

に
過
ぎ
な
い
．
　
　
　
　
　
　
擁
螺
転
雛
難
雛
諺
郎
響
撫
繁

　
　
①
補
注
奎
響
騙
鵬
韻
離
煕
印
款
・
　
　
　
之
を
讃
む
と
き
・
種
憲
撮
た
ぬ
所
が
あ
る
が
・
時
間
篠
裕
な
き
た
め
・

②
醤
鐸
奎
轡
難
難
窺
　
　

．
雛
輔
轄
諜
縫
蘇
鰐
鍬
哩
い
熱
矯

鐡
　
　
申
に
就
き
、
國
繹
本
草
綱
目
は
、
牧
野
富
太
郎
博
士
、
木
村
康
一
　
　
感
謝
の
意
を
表
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
八
・
六
・
一
四
記

！
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Various Editions 'ofLi Shih.chen'r$~~)'sHerbal

Kozo Watanabe

The Pen·ts'a<1-kang-mu (*1it*W1l ~) or Herbal of Li Shin-chen, who
lived ,at the end of Ming (aJj), is an abbreviated version of the older

Chinese herbal, the Cheng·lei-pen·ts'ao (WE~*~), for practical purposes,

but it exercised, a great influence over botany and medicine in China
\ '



and Japan. There are many Japanese editions some of which suffer

from many misprints and revisions. It seems, therefore, necessary for

the students of the book to elucidate its tradition. The fact that this

herbal was largely employed for practical purposes has necessarily led

to the birth of poor editions with many misprints. Any serious student

of the book should use the Chin-ling (~~) or Chiang-hsi (tr:gg) , edition

as his basic text, comparing with Chang (5i)'s and Jo-shui(*f71<.)'S editions.
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